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表記規約 

 

● 数値表記は以下の規則に従います。 

16進数表記:  0xABC 

10進数表記:  123または 0d123  (10進表記であることを示す必要のある場合だけ使用) 

2進数表記:  0b111  (ビット数が本文中に明記されている場合は「0b」を省略可) 

● ローアクティブの信号は信号名の末尾に「_N」で表記します。 

● 信号がアクティブレベルに移ることを「アサート (assert)」アクティブでないレベルに移ることを「デ

アサート (deassert)」と呼びます。 

● 複数の信号名は[m: n]とまとめて表記する場合があります。 

例: S[3:0]は S3、S2、S1、S0の 4つの信号名をまとめて表記しています。 

● 本文中[ ]で囲まれたものはレジスターを定義しています。 

例: [ABCD] 

● 同種で複数のレジスター、フィールド、ビット名は「n」で一括表記する場合があります。 

例: [XYZ1]、[XYZ2]、[XYZ3] → [XYZn] 

● 「レジスター一覧」中のレジスター名でユニットまたはチャネルは「x」で一括表記しています。 

ユニットの場合、「x」は A、B、C、...を表します。 

例: [ADACR0]、[ADBCR0]、[ADCCR0] → [ADxCR0] 

チャネルの場合、「x」は 0、1、2、..を表します。 

例: [T32A0RUNA]、[T32A1RUNA]、[T32A2RUNA] → [T32AxRUNA] 

● レジスターのビット範囲は[m: n]と表記します。 

例: [3:0]はビット 3から 0の範囲を表します。 

● レジスターの設定値は 16進数または 2進数のどちらかで表記されています。 

例: [ABCD]<EFG> = 0x01 (16進数)、[XYZn]<VW> = 1 (2進数) 

● ワード、バイトは以下のビット長を表します。 

バイト:    8ビット 

ハーフワード:  16ビット 

ワード:   32ビット 

ダブルワード:  64ビット 

● レジスター内の各ビットの属性は以下の表記を使用しています。 

R:  リードオンリー 

W:  ライトオンリー 

R/W:  リード/ライト 

● 断りのない限り、レジスターアクセスはワードアクセスだけをサポートします。 

● 本文中の予約領域「Reserved」として定義されたレジスターは書き換えを行わないでください。 

また、読み出した値を使用しないでください。 

● Default値が「-」となっているビットから読み出した値は不定です。 

● 書き込み可能なビットフィールドと、リードオンリー「R」のビットフィールドが共存するレジス

ターに書き込みを行う場合、リードオンリー「R」のビットフィールドには Default値を書き込んで

ください。 

Default値が「-」となっている場合は、個々のレジスターの定義に従ってください。 

● ライトオンリーのレジスターの Reservedビットフィールドには Default値を書き込んでください。

Default値が「-」となっている場合は、個々のレジスターの定義に従ってください。 

● 書き込みと読み出しで異なる定義のレジスターへのリードモディファイライト処理は行わないでく

ださい 
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本資料に記載されている社名・商品名・サービス名などは、それぞれ各社が商標として使用している

場合があります。 
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用語・略語 

この仕様書で使用されている用語・略語の一部を記載します。 

 

DMA Direct Memory Access 

PPG  Programable Pulse Generator 

T32A 32-bit Timer Event Counter 
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1. 概要 

T32A は 1UNIT 回路単位で、2ch の 16 ビットタイマー(タイマーA、タイマーB)、または、1ch の 32

ビットタイマー(タイマーC)として動作することができます。以下に、機能の一覧を示します。 

機能分類 機能 動作説明または範囲 

16bit 

タイマー 

 

タイマー
A 

時間管理 インターバルタイマー 一定周期で CPUに対して割り込みを発生させる機能です。 

測定制御 

イベントカウンター 

アップカウント、ダウンカウント、アップ／ダウンカウントを選択

でき、カウンター値との一致時にタイマー割り込みを発生させ

ることができます。 

キャプチャー 

周波数測定 

入力されるパルスの立ち上がりと立ち下がりでカウンター値

をキャプチャーします。このキャプチャー値の差分から周波数

を算出できます。 

パルス幅測定 

入力されるパルスの立ち上がりと立ち下がりでカウンター値

をキャプチャーします。このキャプチャー値の差分からパルス

幅を算出できます。 

時間差測定 

入力される 2つのパルスの立ち上がりまたは立ち下がりのエ

ッジでカウンター値をキャプチャーします。このキャプチャー値

の差分から時間差を算出します。 

矩形波出力 PPG 
任意周波数、任意デューティーの矩形波を出力することがで

きます。 

同期動作 

カウント開始 

カウント停止 

カウンターリロード 

複数のタイマーのカウント開始、カウント停止、カウンターリロ

ードを同期させることができます。 

16bit 

タイマー 

 

タイマー
B 

時間管理 インターバルタイマー 一定周期で CPUに対して割り込みを発生させる機能です。 

測定制御 

イベントカウンター 

アップカウント、ダウンカウント、アップ／ダウンカウントを選択

でき、カウンター値との一致時にタイマー割り込みを発生させ

ることができます。 

キャプチャー 

周波数測定 

入力されるパルスの立ち上がりと立ち下がりでカウンター値

をキャプチャーします。このキャプチャー値の差分から周波数

を算出できます。 

パルス幅測定 

入力されるパルスの立ち上がりと立ち下がりでカウンター値

をキャプチャーします。このキャプチャー値の差分からパルス

幅を算出できます。 

時間差測定 

入力される 2つのパルスの立ち上がりまたは立ち下がりのエ

ッジでカウンター値をキャプチャーします。このキャプチャー値

の差分から時間差を算出します。 

矩形波出力 PPG 
任意周波数、任意デューティーの矩形波を出力することがで

きます。 

同期動作 

カウント開始 

カウント停止 

カウンターリロード 

複数のタイマーのカウント開始、カウント停止、カウンターリロ

ードを同期させることができます。 

 

 

http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%80%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/CPU
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%AB%E5%AF%BE%E3%81%97%E3%81%A6
http://www.weblio.jp/content/%E5%89%B2%E3%82%8A%E8%BE%BC%E3%81%BF
http://www.weblio.jp/content/%E7%99%BA%E7%94%9F
http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%80%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/CPU
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%AB%E5%AF%BE%E3%81%97%E3%81%A6
http://www.weblio.jp/content/%E5%89%B2%E3%82%8A%E8%BE%BC%E3%81%BF
http://www.weblio.jp/content/%E7%99%BA%E7%94%9F
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機能分類 機能 動作説明または範囲 

32bit 

タイマー 

 

タイマー
C 

時間管理 インターバルタイマー 
一定周期で CPUに対して割り込みを発生させる機能で

す。 

測定制御 

イベントカウンター 

アップカウント、ダウンカウント、アップ／ダウンカウント

を選択でき、カウンター値との一致時にタイマー割り込

みを発生させることができます。 

パルスカウント 

1相パルスカウント 

T32AxINC0または T32AxINC1の入力の変化をカウン

トします。設定によりカウンターのインクリメントまたはデ

クリメントを選びます。 

2相パルスカウント 

T32AxINC0および T32AxINC1の入力の組み合わせ

の変化により、カウンターをインクリメントまたはデクリメ

ントします。 

キャプチャー 

周波数測定 

入力されるパルスの立ち上がりと立ち下がりでカウンタ

ー値をキャプチャーします。このキャプチャー値の差分

から周波数を算出できます。 

パルス幅測定 

入力されるパルスの立ち上がりと立ち下がりでカウンタ

ー値をキャプチャーします。このキャプチャー値の差分

からパルス幅を算出できます。 

時間差測定 

入力される 2つのパルスの立ち上がりまたは立ち下が

りのエッジでカウンター値をキャプチャーします。このキ

ャプチャー値の差分から時間差を算出します。 

矩形波出力 PPG 
任意周波数、任意デューティーの矩形波を出力すること

ができます。 

同期動作 

カウント開始 

カウント停止 

カウンターリロード 

複数のタイマーのカウント開始、カウント停止、カウンタ

ーリロードを同期させることができます。 

 

 

 

 

http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%80%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/CPU
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%AB%E5%AF%BE%E3%81%97%E3%81%A6
http://www.weblio.jp/content/%E5%89%B2%E3%82%8A%E8%BE%BC%E3%81%BF
http://www.weblio.jp/content/%E7%99%BA%E7%94%9F
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2. 構成 
T32Aは、2つの16ビットタイマーで構成され、それぞれタイマーAとタイマーBとして動作します。またタイ

マーAとタイマーBを接続し、32ビットタイマーCとして動作します。 

2.1. 16ビットタイマー 

16ビットタイマーは、独立したタイマーAとタイマーBがあります。 

 

 

プリスケーラー

キャプチャー

レジスターA0

[T32AxCAPA0]

カウンターキャプチャー

レジスターA

[T32AxTMRA]

キャプチャー

レジスターA1

[T32AxCAPA1]

出力制御

レジスターA0/A1

[T32AxOUTCRA0/A1]

DMA要求許可

レジスターA

[T32AxDMAA]

DMA要求

制御

キャプチャー

制御

ステータス

レジスターA

[T32AxSTA]

割り込みマスク

レジスターA

[T32AxIMA]

カウンター制御
コンパレーターA0 コンパレーターA1

ΦT0

タイマーレジスターA1

[T32AxRGA1]

タイマーレジスターA0

[T32AxRGA0]

レジスター

バッファーA1

レジスター

バッファーA0

カウンターリロード

レジスターA

[T32AxRELDA]

T32AxINA0

T32AxINA1

T32AxTRGINAPHCK

T32AxTRGINAPCK

T32AxSYNCSTARTA

T32AxSYNCSTOPA

T32AxSYNCRELOADA

T32AxSYNCRELOADOUTA

T32AxSYNCSTARTOUTA

T32AxSYNCSTOPOUTA

T32AxDMAREQCMPA1

T32AxDMAREQCAPA0

T32AxDMAREQCAPA1

タイマー出力制御

T32AxTRGOUTCMPA0

T32AxTRGOUTCMPA1

T32AxTRGOUTUFA

T32AxTRGOUTOFA

T32AxOUTA

INTT32AxACAP0

INTT32AxACAP1

INTT32AxA

タイマーA

16ビットカウンターA

マスク制御

 

 

 

プリスケーラー

キャプチャー

レジスターB0

[T32AxCAPB0]

カウンターキャプチャー

レジスターB

[T32AxTMRB]

キャプチャー

レジスターB1

[T32AxCAPB1]

出力制御

レジスターB0/B1

[T32AxOUTCRB0/B1]

DMA要求許可

レジスターB

[T32AxDMAB]

DMA要求

制御

キャプチャー

制御

マスク制御

ステータス

レジスターB

[T32AxSTB]

割り込みマスク

レジスターB

[T32AxIMB]

カウンター制御
コンパレーターB0 コンパレーターB1

タイマーレジスターB1

[T32AxRGB1]

タイマーレジスターB0

[T32AxRGB0]

レジスター

バッファーB1

レジスター

バッファーB0

カウンターリロード

レジスターB

[T32AxRELDB]

タイマー出力制御

T32AxDMAREQCMPB1

T32AxDMAREQCAPB0

T32AxDMAREQCAPB1

T32AxTRGOUTCMPB0

T32AxTRGOUTCMPB1

T32AxTRGOUTUFB

T32AxTRGOUTOFB

T32AxOUTB

INTT32AxBCAP0

INTT32AxBCAP1

INTT32AxB

ΦT0

T32AxINB0

T32AxINB1

T32AxTRGINBPHCK

T32AxTRGINBPCK

T32AxSYNCSTARTB

T32AxSYNCSTOPB

T32AxSYNCRELOADB

タイマーB

16ビットカウンターB

 

  

図 2.1  16ビットタイマー ブロック図 
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表 2.1  16ビットタイマー信号一覧表 

No. 信号名 信号名称 I/O 
参照リファレンスマ

ニュアル 

1 ΦT0 プリスケーラー用クロック 入力 
クロック制御と動

作モード 

2 T32AxINA0 タイマーA外部トリガー入力 0 入力 製品個別情報 

3 T32AxINA1 タイマーA外部トリガー入力 1 入力 製品個別情報 

4 T32AxTRGINAPHCK タイマーA 他タイマー出力 入力 製品個別情報 

5 T32AxTRGINAPCK タイマーA 内部トリガー入力 入力 製品個別情報 

6 T32AxSYNCSTARTA タイマーA 同期スタート トリガー入力 入力 製品個別情報 

7 T32AxSYNCSTARTOUTA タイマーA 同期スタート トリガー出力 出力 製品個別情報 

8 T32AxSYNCSTOPA タイマーA 同期停止 トリガー入力 入力 製品個別情報 

9 T32AxSYNCSTOPOUTA タイマーA 同期停止 トリガー出力 出力 製品個別情報 

10 T32AxSYNCRELOADA タイマーA 同期リロード トリガー入力 入力 製品個別情報 

11 T32AxSYNCRELOADOUTA タイマーA 同期リロード トリガー出力 出力 製品個別情報 

12 T32AxDMAREQCMPA1 DMA要求 レジスターA1一致 出力 製品個別情報 

13 T32AxDMAREQCAPA0 DMA要求 キャプチャーA0 出力 製品個別情報 

14 T32AxDMAREQCAPA1 DMA要求 キャプチャーA1 出力 製品個別情報 

15 T32AxTRGOUTUFA タイマーA アンダーフロートリガー 出力 製品個別情報 

16 T32AxTRGOUTOFA タイマーA オーバーフロートリガー 出力 製品個別情報 

17 T32AxTRGOUTCMPA0 タイマーレジスターA0一致トリガー 出力 製品個別情報 

18 T32AxTRGOUTCMPA1 タイマーレジスターA1一致トリガー 出力 製品個別情報 

19 T32AxOUTA タイマー出力 A 出力 製品個別情報 

20 INTT32AxACAP0 タイマーAキャプチャー0割り込み 出力 例外 

21 INTT32AxACAP1 タイマーAキャプチャー1割り込み 出力 例外 

22 INTT32AxA タイマーA一致、オーバーフロー、アンダーフロー割り込み 出力 例外 

23 T32AxINB0 タイマーB外部トリガー入力 0 入力 製品個別情報 

24 T32AxINB1 タイマーB外部トリガー入力 0 入力 製品個別情報 

25 T32AxTRGINBPHCK タイマーB 他タイマー出力 入力 製品個別情報 

26 T32AxTRGINBPCK タイマーB 内部トリガー入力 入力 製品個別情報 

27 T32AxSYNCSTARTB タイマーB 同期スタート トリガー入力 入力 製品個別情報 

28 T32AxSYNCSTOPB タイマーB 同期停止 トリガー入力 入力 製品個別情報 

29 T32AxSYNCRELOADB タイマーB 同期リロード トリガー入力 入力 製品個別情報 

30 T32AxDMAREQCMPB1 DMA要求 レジスターB1一致 出力 製品個別情報 

31 T32AxDMAREQCAPB0 DMA要求 キャプチャーB0 出力 製品個別情報 

32 T32AxDMAREQCAPB1 DMA要求 キャプチャーB1 出力 製品個別情報 

33 T32AxTRGOUTUFB タイマーB アンダーフロートリガー 出力 製品個別情報 

34 T32AxTRGOUTOFB タイマーB オーバーフロートリガー 出力 製品個別情報 

35 T32AxTRGOUTCMPB0 タイマーレジスターB0一致トリガー 出力 製品個別情報 

36 T32AxTRGOUTCMPB1 タイマーレジスターB1一致トリガー 出力 製品個別情報 

37 T32AxOUTB タイマー出力 B 出力 製品個別情報 

38 INTT32AxBCAP0 タイマーBキャプチャー0割り込み 出力 例外 

39 INTT32AxBCAP1 タイマーBキャプチャー1割り込み 出力 例外 

40 INTT32AxB タイマーB一致、オーバーフロー、アンダーフロー割り込み 出力 例外 
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2.2. 32ビットタイマー 

32ビットタイマーは、タイマーCとして動作します。 

 

プリスケーラー

キャプチャー

レジスターC0

[T32AxCAPC0]

カウンターキャプチャー

レジスターC

[T32AxTMRC]

キャプチャー

レジスターC1

[T32AxCAPC1]

出力制御

レジスターC0/C1

[T32AxOUTCRC0/C1]

DMA要求許可

レジスターC

[T32AxDMAC]

DMA要求

制御

キャプチャー

制御

ステータス

レジスターC

[T32AxSTC]

割り込みマスク

レジスターC

[T32AxIMC]

カウンター制御
コンパレーターC0 コンパレーターC1

ΦT0

タイマーレジスターC1

[T32AxRGC1]

タイマーレジスターC0

[T32AxRGC0]

レジスター

バッファーC1

レジスター

バッファーC0

カウンター

リロードレジスターC

[T32AxRELDC]

T32AxINC0

T32AxINC1

T32AxTRGINCPHCK

T32AxTRGINCPCK

T32AxSYNCSTARTC

T32AxSYNCSTOPC

T32AxSYNCRELOADC

T32AxSYNCRELOADOUTC

T32AxSYNCSTARTOUTC

T32AxSYNCSTOPOUTC

T32AxDMAREQCMPC1

T32AxDMAREQCAPC0

T32AxDMAREQCAPC1

タイマー出力制御

T32AxTRGOUTCMPC0

T32AxTRGOUTCMPC1

T32AxTRGOUTUFC

T32AxTRGOUTOFC

T32AxOUTC

INTT32AxCCAP0

INTT32AxCCAP1

INTT32AxC

タイマーC

32ビットカウンターC

マスク制御

ノイズ

フィルター

パルスカウント

制御
INTT32AxEVRYC

 

図 2.2  32ビットタイマー ブロック図 
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表 2.2  32ビットタイマー信号一覧表 

No. 信号名 信号名称 I/O 
参照リファレンスマ

ニュアル 

1 ΦT0 プリスケーラー用クロック 入力 
クロック制御と動

作モード 

2 T32AxINC0 タイマーC 外部トリガー入力 0 入力 製品個別情報 

3 T32AxINC1 タイマーC 外部トリガー入力 1 入力 製品個別情報 

4 T32AxTRGINCPHCK タイマーC 他タイマー出力 入力 製品個別情報 

5 T32AxTRGINCPCK タイマーC 内部トリガー入力 入力 製品個別情報 

6 T32AxSYNCSTARTC タイマーC 同期スタート トリガー入力 入力 製品個別情報 

7 T32AxSYNCSTARTOUTC タイマーC 同期スタート トリガー出力 出力 製品個別情報 

8 T32AxSYNCSTOPC タイマーC 同期停止 トリガー入力 入力 製品個別情報 

9 T32AxSYNCSTOPOUTC タイマーC 同期停止 トリガー出力 出力 製品個別情報 

10 T32AxSYNCRELOADC タイマーC 同期リロード トリガー入力 入力 製品個別情報 

11 T32AxSYNCRELOADOUTC タイマーC 同期リロード トリガー出力 出力 製品個別情報 

12 T32AxDMAREQCMPC1 DMA要求 レジスターC1一致 出力 製品個別情報 

13 T32AxDMAREQCAPC0 DMA要求 キャプチャーC0 出力 製品個別情報 

14 T32AxDMAREQCAPC1 DMA要求 キャプチャーC1 出力 製品個別情報 

15 T32AxTRGOUTUFC タイマーC アンダーフロートリガー 出力 製品個別情報 

16 T32AxTRGOUTOFC タイマーC オーバーフロートリガー 出力 製品個別情報 

17 T32AxTRGOUTCMPC0 タイマーレジスターC0一致トリガー 出力 製品個別情報 

18 T32AxTRGOUTCMPC1 タイマーレジスターC1一致トリガー 出力 製品個別情報 

19 T32AxOUTC タイマー出力 C 出力 製品個別情報 

20 INTT32AxCCAP0 タイマーCキャプチャー0割り込み 出力 例外 

21 INTT32AxCCAP1 タイマーCキャプチャー1割り込み 出力 例外 

22 INTT32AxC タイマーC一致、オーバーフロー、アンダーフロー割り込み 出力 例外 

23 INTT32AxEVRYC 毎カウント割り込み 出力 例外 
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3. 機能説明・動作説明 
T32A は、2つの 16ビットタイマーで構成され、それぞれタイマーA とタイマーBとして使用できま

す。またタイマーAとタイマーBを接続し、32ビットタイマーCとして使用できます。タイマーCを使

用する場合はタイマーA、タイマーBは使用できません。16ビットタイマー、32ビットタイマーの変更

は下表の動作モードビットで行います。 

 

動作モード 

[T32AxMOD]<MODE32> 

 

 

3.1. クロック供給 

T32Aを使用する場合は、fsys供給停止レジスターA（[CGFSYSENA]、[CGFSYSMENA]）、fsys供給

停止レジスターB（[CGFSYSENB]、[CGFSYSMENB]）、fsys供給停止レジスターC（[CGFSYSMENC]）、

fc供給停止レジスター（[CGFCEN]）で該当するクロックイネーブルビットを"1"（クロック供給）に設

定してください。 

該当レジスター、ビット位置は製品によって異なります。そのため、製品によってレジスターが存在

しない場合があります。詳細はリファレンスマニュアルの「クロック制御と動作モード」を参照してく

ださい。 

 

3.2. プリスケーラー 

プリスケーラークロック(ΦT0)を分周し、カウンターのソースクロックを生成します。 

分周値は、16ビットタイマーではタイマーA、タイマーBそれぞれで選択可能です。32ビットタイマ

ーはタイマーCで生成します。分周値は下表のプリスケーラー分周選択で行います。 

 

プリスケーラー分周選択 

タイマーA [T32AxCRA]<PRSCLA[2:0]> 

タイマーB [T32AxCRB]<PRSCLB[2:0]> 

タイマーC [T32AxCRC]<PRSCLC[2:0]> 

 

ΦT0については、リファレンスマニュアル「クロック制御と動作モード」を参照してください。 
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3.3. カウンター (16ビットカウンターA/B、32ビットカウンターC) 

16ビットタイマー使用時は、それぞれ 16ビットのカウンターA/Bとして動作し、32ビットタイマー

使用時は 32ビットのカウンターCとして動作します。 

 

3.3.1. カウントクロック選択 

カウントクロックは、タイマーA/タイマーB/タイマーC でそれぞれプリスケーラー出力、他タイマー

出力、外部トリガー(T32AxINA0/T32AxINB0/T32AxINC0)、内部トリガーから選択できます。 

カウントクロックの選択は下表のビットで行います。 

 

カウントクロック選択 

タイマーA [T32AxCRA]<CLKA[2:0]> 

タイマーB [T32AxCRB]<CLKB[2:0]> 

タイマーC（注） [T32AxCRC]<CLKC[2:0]> 

 

注) 32ビットタイマーのパルスカウントを選択([T32AxCRC] <UPDNC[1:0]>=11)した場合、カウン

トクロックの設定は無視されます。 

 

3.3.2. 動作開始 

各タイマー動作制御ビットに"1"を設定すると、カウンターリロードレジスターの値をリロード(初期

リロード)し、スタート条件が成立することにより動作を開始します。 

 

カウンターリロードレジスター 

タイマーA [T32AxRELDA] 

タイマーB [T32AxRELDB] 

タイマーC [T32AxRELDC] 

 

タイマー動作制御 

タイマーA [T32AxRUNA]<RUNA> 

タイマーB [T32AxRUNB]<RUNB> 

タイマーC [T32AxRUNC]<RUNC> 

 

各タイマー制御ビットに"1"を設定する場合、各タイマーが停止している状態で行ってください。 

停止については「3.3.3動作停止」を参照してください。 

 

カウンターの動作開始要因として、ソフトウェアによるレジスター設定、内部トリガー、外部トリガ

ー、他タイマー出力、他チャネルとの同期があります。 

 

ただし、32ビットタイマーのパルスカウントモードを使用する場合、外部トリガーによる要因は選択

できません。 

 

動作開始要因は、下表のカウンター動作開始条件ビットにより選択可能です。 

 

カウンター動作開始条件 

タイマーA [T32AxCRA]<STARTA[2:0]> 

タイマーB [T32AxCRB]<STARTB[2:0]> 

タイマーC [T32AxCRC]<STARTC[2:0]> 

 

ソフトウェアによる動作開始の場合、各タイマーのカウンター動作開始条件ビットで"000"を設定して

ください。 
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以下にカウンターの動作開始要因の説明をします。 

 

(1) ソフトウェアによるタイマー動作制御 

下表の各タイマーのソフトウェアによる動作開始ビットに"1"を設定するとカウントを開始しま

す。 

 

ソフトウェアによる動作開始 

タイマーA [T32AxRUNA]<SFTSTAA> 

タイマーB [T32AxRUNB]<SFTSTAB> 

タイマーC [T32AxRUNC]<SFTSTAC> 

 

(2) 内部トリガー 

他の周辺機能からの内部トリガーの発生でカウントを開始します。開始と停止で同じ内部トリ

ガーを選択しないでください。 

 

(3) 外部トリガー 

外部信号(T32AxINA0、T32AxINB0、T32AxINC0)の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジで

カウントを開始します。開始と停止に同じエッジを設定しないでください。 

 

(4) 他タイマー出力 

他のタイマーからの出力信号の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジでカウントを開始し

ます。開始と停止に同じエッジを設定しないでください。 

 

(5) 他チャネルとの同期 

他のタイマーのスタートに同期させることができます。設定は、同期スタートの信号が入力さ

れるタイマーに対して行います。詳細は、「3.4. 同期動作」を参照ください。 

 

3.3.3. 動作停止 

各タイマーの動作/停止状態は、下表のタイマー動作フラグで確認できます。 

 

タイマー動作フラグ 

タイマーA [T32AxRUNA]<RUNFLGA> 

タイマーB [T32AxRUNB]<RUNFLGB> 

タイマーC [T32AxRUNC]<RUNFLGC> 

 

カウンターの動作停止要因として、ソフトウェアによるレジスター設定、内部トリガー、外部トリガ

ー、他タイマー出力、他チャネルとの同期および下表の各タイマーのタイマーレジスター1 との一致が

あります。 

 

タイマーレジスター1 

タイマーA [T32AxRGA1] 

タイマーB [T32AxRGB1] 

タイマーC [T32AxRGC1] 

 

ただし、 タイマーCのパルスカウントを使用する([T32AxCRC] <UPDNC[1:0]>=11)場合、外部トリガ

ーによる要因は選択できません。 
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動作停止要因は下表のカウンター動作停止条件設定ビットにより選択可能です。 

 

カウンター動作停止条件 

タイマーA [T32AxCRA]<STOPA[2:0]> 

タイマーB [T32AxCRB]<STOPB[2:0]> 

タイマーC [T32AxCRC]<STOPC[2:0]> 

 

ソフトウェアによる動作停止の場合、各タイマーのカウンター動作停止条件設定ビットで"000"を設定

してください。 

 

以下にカウンターの動作停止要因の説明をします。 

 

(1) ソフトウェアによるタイマー動作制御 

下表の各タイマーのソフトウェアによる動作停止ビットに"1"を設定するとカウントを停止しま

す。 

 

ソフトウェアによる動作停止 

タイマーA [T32AxRUNA]<SFTSTPA> 

タイマーB [T32AxRUNB]<SFTSTPB> 

タイマーC [T32AxRUNC]<SFTSTPC> 

 

(2) 内部トリガー 

他の周辺機能からの内部トリガーの発生でカウントを停止します。開始と停止で同じ内部トリ

ガーを選択しないでください。 

 

(3) 外部トリガー 

外部信号(T32AxINA0、T32AxINB0、T32AxINC0)の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジで

カウントを停止します。開始と停止に同じエッジを設定しないでください。 

 

(4) 他タイマー出力 

他のタイマーからの出力信号の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジでカウントを停止し

ます。開始と停止に同じエッジを設定しないでください。 

 

(5) 他チャネルとの同期 

他のタイマーの停止に同期させることができます。設定は、同期停止の信号が入力されるタイ

マーに対して行います。詳細は、「3.4. 同期動作」を参照ください。 

 

(6) タイマーレジスター1とカウンターの一致 

各タイマーのタイマーレジスター1とカウンターの一致が検出されるとカウントを停止します。 

 

タイマーレジスター1 

タイマーA [T32AxRGA1] 

タイマーB [T32AxRGB1] 

タイマーC [T32AxRGC1] 
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3.3.4. カウント動作 

カウント動作は、アップカウント、ダウンカウント、アップ／ダウンカウントを選択できます。 

カウント動作の選択は下表のビットで行います。 

 

カウンター動作 

タイマーA [T32AxCRA] <UPDNA[1:0]> 

タイマーB [T32AxCRB] <UPDNB[1:0]> 

タイマーC [T32AxCRC] <UPDNC[1:0]> 

 

アップまたはダウン設定の場合、カウント開始後、リロード条件成立でリロード、再びアップまたは

ダウンの動作を停止条件が成立するまで繰り返します。リロード条件は「0 カウンターリロード」を参

照ください。 

アップ/ダウンの設定の場合、カウントアップを開始し、各タイマーのタイマーレジスター1とカウン

ターとの一致によりカウンター動作はダウンに変わり、カウント値が"0"になると再びカウントアップの

動作を停止条件が成立するまで繰り返します。 

タイマーレジスターは、下表となります。 

 

タイマーレジスター1 

タイマーA [T32AxRGA1] 

タイマーB [T32AxRGB1] 

タイマーC [T32AxRGC1] 

 

カウンターが動作しているか、停止しているかは、下表のタイマー動作フラグで確認することができ

ます。 

 

タイマー動作フラグ 

タイマーA [T32AxRUNA]<RUNFLGA> 

タイマーB [T32AxRUNB]<RUNFLGB> 

タイマーC [T32AxRUNC]<RUNFLGC> 

 

PPG出力時のカウント動作の条件で、タイマーレジスター0([T32AxRGA0]/[T32AxRGB0]/[T32AxRGC0])、

タイマーレジスター1([T32AxRGA1]/[T32AxRGB1]/[T32AxRGC1])、カウンターリロードレジスター

([T32AxRELDA]/[T32AxRELDB]/[T32AxRELDC]) の設定値は、以下の関係が成立するようにしてくださ

い。 

 

表 3.1  PPG出力時のタイマーレジスターの注意 

カウント動作 設定条件 

アップ 
[T32AxRGx1]の設定範囲： [T32AxRGx1] ≧ [T32AxRELDx] +2 

[T32AxRGx0]の設定範囲： [T32AxRELDx] ≦ [T32AxRGx0] ≦[T32AxRGx1] 

出力制御レジスター       ：セットまたはクリア 

ダウン 
[T32AxRGx1]の設定範囲： [T32AxRGx1] ≦[T32AxRELDx] – 2 

[T32AxRGx0]の設定範囲： [T32AxRELDx] ≧ [T32AxRGx0] ≧[T32AxRGx1]  

出力制御レジスター       ：セットまたはクリア 

アップ/ダウン 

[T32AxRGx1]の設定範囲： [T32AxRGx1] ≧ 2 かつ [T32xRGx1] =[T32xRELDx] 

[T32AxRGx0]の設定範囲： 0 < [T32AxRGx0] ＜[T32AxRGx1] 

出力制御レジスター   ：反転 
タイマーレジスター1 をタイマーレジスター0より先に設定してください。 
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3.3.5. イベントカウント動作 

イベントカウントは、タイマーA、タイマーB、タイマーCそれぞれで動作します。 

 

カウントクロックとして外部トリガー、内部トリガー、他タイマー出力を選択することでイベントカ

ウンターにすることができます。 

カウンターはアップカウントを選択します。外部トリガー(立ち上がりまたは立ち下がり)、他タイマ

ー出力(立ち上がりまたは立ち下がり)または内部トリガー発生でカウントアップします。 

下表のレジスターをリードすることでイベントの発生した回数をカウント値として読むことができま

す。 

 

カウンターキャプチャーレジスター 

タイマーA [T32AxTMRA] 

タイマーB [T32AxTMRB] 

タイマーC [T32AxTMRC] 

 

3.3.6. パルスカウント 

パルスカウントは、タイマーCで動作します。 

 下表のカウンター動作ビットが"11"の場合、パルスカウントになります。 

 

カウンター動作 

タイマーC [T32AxCRC] <UPDNC[1:0]> 

 

 

上記設定後、2相または 1相パルスの選択は、下表のパルスカウントモードビットで行います。 

 

パルスカウントモード 

タイマーC [T32AxPLSCR] <PMODE> 

 

 

1相パルスカウントモードは T32AxINC0または T32AxINC1の 1相の入力の状態の変化により、カウ

ンターをインクリメントまたはデクリメントします。 

2相パルスカウントモードはT32AxINC0およびT32AxINC1の2相の入力の組み合わせの変化により、

カウンターをインクリメントまたはデクリメントします。 

カウンターがオーバーフローした場合は"0x00000000"、アンダーフローした場合は"0xFFFFFFFF"にな

り、カウントを継続しタイマー割り込みを出力します。 

タイマーレジスターC とのコンペア一致でタイマー割り込みを出力します。タイマー割り込みの詳細

は「3.9.1. タイマー割り込み」を参照ください。 

T32AxINC0/T32AxINC1にノイズフィルターを挿入することが可能で、下表の T32AxINC0/T32AxINC1

のノイズ除去時間ビットで設定します。 

 

T32AxINC0/T32AxINC1のノイズ除去時間 

タイマーC [T32AxPLSCR] <NF[1:0]> 

 

 

(1) 1相パルスカウントモード 

T32AxINC0 または T32AxINC1 に入力される入力パルスの状態の変化によりカウンターをアップ

カウントまたはダウンカウントするモードです。 

アップカウント時、ダウンカウント時の条件指定は、下表の 1 相パルスカウントモード時カウン

トアップ条件/1相パルスカウントモード時カウントダウン条件ビットにより選択可能です。 
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1相パルスカウントモード時のカウントアップ条件/カウントダウン条件 

アップカウント [T32AxPLSCR]<PUP[2:0]> 

ダウンカウント [T32AxPLSCR]<PDN[2:0]> 

 

<PUP[2:0]>と<PDN[2:0]>に同一の状態変化を設定しないでください。 

 

(2) 2相パルスカウントモード 

T32AxINC0/T32AxINC1 に入力される信号レベルの変化によりカウンターをアップカウントまた

はダウンカウントするモードです。 

入力信号レベルの組み合わせにより、以下の4つの状態(STATE)があります。この4つの状態は、

T32AxINC0/T32AxINC1に入力される信号を 16進数で表した状態です。 

 

表 3.2  2相パルスカウントモード 

T32AxINC1 T32AxINC0 STATE 

0 0 0 

0 1 1 

1 0 2 

1 1 3 

 

以下に下表、2相パルスカウント方向ビットの設定ごとにアップカウント/ダウンカウントする状態遷

移を示します。 

 

2相パルスカウント方向 

タイマーC [T32AxPLSCR] <PDIR> 

 

 
図 3.1  状態遷移 

 

[T32AxPLSCR]<PDIR>=0でT32AxINC1の入力に比べT32AxINC0入力の立ち上がりエッジが先に変化

する場合カウンターをアップカウント、後から変化する場合カウンターをダウンカウントします。

[T32AxPLSCR]<PDIR>=1でT32AxINC1の入力に比べT32AxINC0入力の立ち上がりエッジが先に変化す

る場合カウンターをダウンカウント、後から変化する場合カウンターをアップカウントします。 

 

STATE が 0→3、3→0、1→2、2→1 の状態遷移は、状態遷移エラーとして割り込み要因(INTT32AxC)

になります。 

 

T32AxINC1

STATE

[T32AxPLSCR]<PDIR> = 0

T32AxINC0

[T32AxPLSCR]<PDIR> = 1

0 2 3 1 0 2

アップカウント

ダウンカウント

0 2 3 1 0 2

アップカウント

ダウンカウント
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表 3.3  状態遷移 

 アップカウント ダウンカウント 

遷移前 遷移後 遷移前 遷移後 

正位相 
<PDIR> = 0 

0 1 0 2 

1 3 2 3 

3 2 3 1 

2 0 1 0 

逆位相 
<PDIR> = 1 

0 2 0 1 

2 3 1 3 

3 1 3 2 

1 0 2 0 

 

(a) 正位相(<PDIR>=0)時のカウンター動作例 

 

T32AxINC1

STATE

T32AxINC0

1 3 2 0 1 3

アップカウント

0 1 0 2 3 1 0 0 1 3 3 1 3 2 2 3 1

ダウンカウント

[T32AxRGC1]

[T32AxRGC0]

カウンター値

INT32AxC

アップカウント アップカウント

ダウンカウント ダウンカウント

 
図 3.2  正位相(<PDIR>=0)時のカウンター動作例 

 

(b) 逆位相(<PDIR>=1)時のカウンター動作例 

 

T32AxINC1

STATE

T32AxINC0

2 3 1 0 2 3

アップカウント

0 2 0 1 3 2 0 0 2 3 3 2 3 1 1 3 2

ダウンカウント

[T32AxRGC1]

[T32AxRGC0]

カウンター値

INT32AxC

アップカウント アップカウント

ダウンカウント ダウンカウント

 
図 3.3  逆位相(<PDIR>=1)時のカウンター動作例
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3.3.7. カウンターリロード 

任意のタイミングでカウンターにカウンター値を再設定することができます。カウンターのリロード

条件として、内部トリガー、外部トリガー、他タイマー出力、他チャネルとの同期、各タイマーのタイ

マーレジスター1とカウンターの一致があります。 

 

リロード条件は、下表のカウンターリロード条件ビットにより設定可能です。 

 

カウンターリロード条件 

タイマーA [T32AxCRA]<RELDA[2:0]> 

タイマーB [T32AxCRB]<RELDB[2:0]> 

タイマーC [T32AxCRC]<RELDC[2:0]> 

 

リロード値は、下表のカウンターリロードレジスターにより設定可能です。 

 

カウンターリロードレジスター 

タイマーA [T32AxRELDA] 

タイマーB [T32AxRELDB] 

タイマーC [T32AxRELDC] 

 

リロード値を"0"とすることで、カウンターのクリア機能として使用することができます。 

 

各タイマーとタイマーレジスター1は下表となります。 

 

タイマーレジスター1 

タイマーA [T32AxRGA1] 

タイマーB [T32AxRGB1] 

タイマーC（注） [T32AxRGC1] 

 

注) タイマーCのパルスカウントモードを使用する場合、外部トリガーは選択できません。 

 

カウンターリロード条件として下記があります。 

 

(1) タイマーレジスター1とカウンターの一致 

各タイマーのタイマーレジスター1とカウンターの一致が検出されるとカウンターをリロードし

ます。 

 

(2) 外部トリガー 

外部信号(T32AxINA0/T32AxINB0/T32AxINC0)の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジでカ

ウンターをクリア/リロードします。 

 

(3) 他タイマー出力 

他のタイマーからの出力信号の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジでカウンターをクリ

ア/リロードします。 

 

(4) 内部トリガー 

他の周辺機能からの内部トリガーの発生でカウンターをリロードします。 

 

(5) 他チャネルとの同期 

他のタイマーのリロードに同期させることができます。設定は、同期リロードの信号が入力さ

れるタイマーに対して行います。 
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(6) リロードなし 

リロード値を再設定しないでフリーランします。 

 

 

3.4. 同期動作 

複数のタイマーのスタート、停止、リロードを同期させることができます。 

16ビットタイマーの場合、1つのタイマーAと他のタイマーAまたはタイマーBが同期して動作しま

す。 

32ビットタイマーの場合、1つのタイマーCと他のタイマーCが同期して動作します。 

同期動作は、同期スタート/同期停止/同期リロードの信号が接続されているタイマーが対象です。 

同期動作の設定は、同期スタート/同期停止/同期リロードの信号が入力されるタイマーに対して行い

ます。 

 

同期動作 

タイマーA [T32AxCRA]<STARTA[2:0]><STOPA[2:0]><RELDA[2：0]> 

タイマーB [T32AxCRB]<STARTA[2:0]><STOPA[2:0]><RELDA[2：0]> 

タイマーC [T32AxCRC]<STARTA[2:0]><STOPA[2:0]><RELDA[2：0]> 

 

信号の接続については、リファレンスマニュアルの「製品個別情報」を参照ください。 

 

タイマーA

ch0

タイマーB

ch0

タイマーA

ch5

タイマーB

ch5

タイマーC

ch0

タイマーC

ch1

タイマーA

ch4

タイマーB

ch4

16ビットタイマー接続例 32ビットタイマー接続例

 
 

図 3.4  同期動作例 
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3.5. コンパレーター 

カウンターと、タイマーレジスターの設定値を比較します。一致を検出すると一致検出信号を出力し

ます。一致検出信号は、割り込み要因やタイマー出力を反転する要因となります。また、T32A の他の

チャネルや、他の周辺機能への内部トリガーとして出力されます。 

 

 

3.6. タイマーレジスター([T32AxRGA0/B0/C0], [T32AxRGA1/B1/C1]) 

カウンターと比較する値を設定するレジスターで、タイマーA/タイマーB/タイマーC それぞれにタイ

マーレジスター0、タイマーレジスター１の 2本が用意されています。 

タイマーレジスターはダブルバッファー構成になっており、バッファーと対になっています。初期状

態では、ダブルバッファーはディセーブルです。 

ダブルバッファーがディセーブルの時は、シングルバッファーとして動作し、カウンターと比較する

値が直接タイマーレジスター0/1へ書き込まれます。 

 

ダブルバッファーがイネーブルの時は、カウンターとタイマーレジスター1 との一致時にレジスター

バッファーからタイマーレジスター1 へ比較する値の転送が行われます。同時にタイマーレジスター0

も更新されます。 

ダブルバッファーにより、タイマーレジスターの更新タイミングを意識しないでカウンターと比較す

る値の更新が行えます。 

 

タイマーレジスター1 

タイマーA [T32AxRGA1] 

タイマーB [T32AxRGB1] 

タイマーC [T32AxRGC1] 

 

タイマーレジスター0 

タイマーA [T32AxRGA0] 

タイマーB [T32AxRGB0] 

タイマーC [T32AxRGC0] 

 

 

ダブルバッファーのイネーブル/ディセーブルは下表の各タイマーのダブルバッファー制御ビットによ

り選択可能です。 

 

ダブルバッファー制御 

タイマーA [T32AxCRA]<WBFA> 

タイマーB [T32AxCRB]<WBFB> 

タイマーC [T32AxCRC]<WBFC> 

 

 

また、ダブルバッファーがイネーブルでもカウンターが停止している場合はシングルバッファー動作

となり、タイマーレジスターに直接値が書き込まれます。 
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3.7. キャプチャー制御 

カウンターの値を任意のタイミングでキャプチャーすることができます。以下の 2種類の方法があり

ます。 

 

(1) 外部トリガー、他タイマー出力または内部トリガー 

外部トリガーまたは他タイマー出力のレベル変化および、内部トリガーのタイミングで下表の

キャプチャーレジスター0およびキャプチャーレジスター1にキャプチャーします。 

 

キャプチャーレジスター0 

タイマーA [T32AxCAPA0] 

タイマーB [T32AxCAPB0] 

タイマーC [T32AxCAPC0] 

 

キャプチャーレジスター1 

タイマーA [T32AxCAPA1] 

タイマーB [T32AxCAPB1] 

タイマーC [T32AxCAPC1] 

 

キャプチャータイミングは下表のキャプチャータイミングビットにより選択可能です。 

T32AxINA0/T32AxINB0/T32AxINC0 の 立 ち 上 が り と 立 ち 下 が り 、

T32AxINA1/T32AxINB1/T32AxINC1 の立ち上がりと立ち下がり、他タイマー出力の立ち上がりと

立ち下がり、内部トリガーの 7種類のキャプチャータイミングを選択できます。 

 

キャプチャーレジスター0のキャプチャータイミング 

タイマーA [T32AxCAPCRA]<CAPMA0[2:0]> 

タイマーB [T32AxCAPCRB]<CAPMB0[2:0]> 

タイマーC [T32AxCAPCRC]<CAPMC0[2:0]> 

 

キャプチャーレジスター1のキャプチャータイミング 

タイマーA [T32AxCAPCRA]<CAPMA1[2:0]> 

タイマーB [T32AxCAPCRB]<CAPMB1[2:0]> 

タイマーC [T32AxCAPCRC]<CAPMC1[2:0]> 

 

(2) カウンターの読み出し 

カウンター動作中に下表のカウンターキャプチャーレジスターをリードすると、カウンターの

現在のカウント値がキャプチャーされその値が読み出されます。カウント停止中は最後にキャプ

チャーした値が保持されます。 

 

カウンターキャプチャーレジスター 

タイマーA [T32AxTMRA] 

タイマーB [T32AxTMRB] 

タイマーC [T32AxTMRC] 
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3.8. プログラマブル矩形波(PPG)出力モード 

(T32AxOUTA/T32AxOUTB/T32AxOUTC) 

任意周波数、任意デューティーの矩形波をタイマー出力A/B/C端子へ出力することができます。出力

は、カウンターとタイマーレジスターの設定値との一致時、およびカウンターのキャプチャー時に変化

します。出力パルスの初期値は、「Low」または「High」を選択できます。 

PPG出力を使用する場合、あらかじめ該当するポートの設定を行ってください。 

初期状態は「Low」を出力します。 

セット、クリア、反転の複数の要因が同時に発生した場合、PPG出力は変化しません。 

ただし、以下の条件がすべて成立する場合、タイマーレジスター0による変化が優先されます。 

 

▪ タイマーレジスター0の一致とほかの条件が同時に成立 

▪ タイマーレジスター0の一致による制御の設定がセットまたはクリア 

▪ タイマーレジスター0とリロードレジスターが同じ値 

 

(1) 出力初期値制御 

下表の出力制御レジスター0の T32AxOUTA/ T32AxOUTB/ T32AxOUTCの制御ビットで選択する

ことにより PPG出力をセット（High）、クリア（Low）、反転させることができます。 

このビットへの書き込みは常に有効で、タイマー動作時/停止時共に反映されます。 

 

T32AxOUTA/T32AxOUTB/T32AxOUTC の制御 

タイマーA [T32AxOUTCRA0]<OCRA[1:0]> 

タイマーB [T32AxOUTCRB0]<OCRB[1:0]> 

タイマーC [T32AxOUTCRC0]<OCRC[1:0]> 

 

(2) コンペア一致時の PPG出力制御 

カウンターとタイマーレジスターのコンペア一致が検出されたときに、PPG 出力をセット、クリ

アまたは反転させることができます。 

下表、コンパレーターによる T32AxOUTA/ T32AxOUTB/ T32AxOUTCの制御ビットで選択可能で

す。 

 

コンパレーターによる T32AxOUTA/T32AxOUTB/T32AxOUTCの制御 

対象タイマー 出力制御対象 出力制御要因 制御レジスター/シンボル 

タイマーA T32AxOUTA 
[T32AxRGA0] との一致 [T32AxOUTCRA1]<OCRCMPA0[1:0]> 

[T32AxRGA1] との一致 [T32AxOUTCRA1]<OCRCMPA1[1:0]> 

タイマーB T32AxOUTB 
[T32AxRGB0] との一致 [T32AxOUTCRB1]<OCRCMPB0[1:0]> 

[T32AxRGB1] との一致 [T32AxOUTCRB1]<OCRCMPB1[1:0]> 

タイマーC T32AxOUTC 
[T32AxRGC0] との一致 [T32AxOUTCRC1]<OCRCMPC0[1:0]> 

[T32AxRGC1] との一致 [T32AxOUTCRC1]<OCRCMPC1[1:0]> 

 

 
図 3.5  16ビットタイマーAを使用したプログラマブル矩形波出力例 

[T32AxRGA0]との一致
(INTT32AxA割り込み)

T32AxOUTA端子

[T32AxRGA1]との一致
(INTT32AxA割り込み)
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(3) キャプチャー 

カウンターを[T32AxCAPA0]/[T32AxCAPA1]、[T32AxCAPB0]/[T32AxCAPB1]および[T32AxCAPC0] 

/[T32AxCAPC1]へのキャプチャー時にPPG出力をセット、クリアまたは反転させることができます。 

 下表のキャプチャーレジスター0,1による T32AxOUTA/ T32AxOUTB/ T32AxOUTCの制御ビットで

選択可能です。 

 

キャプチャーレジスターによる T32AxOUTA/T32AxOUTB/T32AxOUTC制御 

対象タイマー 出力制御対象 出力制御要因 制御レジスター/シンボル 

タイマーA T32AxOUTA 

[T32AxCAPA0] へ の

キャプチャー 
[T32AxOUTCRA1]<OCRCAPA0[1:0]> 

[T32AxCAPA1] へ の

キャプチャー 
[T32AxOUTCRA1]<OCRCAPA1[1:0]> 

タイマーB T32AxOUTB 

[T32AxCAPB0] へ の

キャプチャー 
[T32AxOUTCRB1]<OCRCAPB0[1:0]> 

[T32AxCAPB1] へ の

キャプチャー 
[T32AxOUTCRB1]<OCRCAPB1[1:0]> 

タイマーC T32AxOUTC 

[T32AxCAPC0] へ の

キャプチャー 
[T32AxOUTCRC1]<OCRCAPC0[1:0]> 

[T32AxCAPC1] へ の

キャプチャー 
[T32AxOUTCRC1]<OCRCAPC1[1:0]> 

 

3.9. 割り込み 

T32Aは、以下の 3種類の割り込み要求を出力します。 

 

‒ タイマー割り込み 

INTT32AxA,INTT32AxB,INTT32AxC 

‒ キャプチャー割り込み 

INTT32AxACAP0/1,INTT32AxBCAP0/1,INTT32AxCCAP0/1 

‒ 毎カウント割り込み 

INTT32AxEVRYC 

 

3.9.1. タイマー割り込み 

タイマー割り込みは、タイマーごとに INTT32AxA、INTT32AxB、INTT32AxCの 3種類あります。タ

イマー割り込みは、下表の要因で発生します。 

 

表 3.4  タイマー割り込み要因一覧 

タイマー 割り込み名 要因 

タイマーA INTT32AxA 

[T32AxRGA0], [T32AxRGA1]とカウンターのコンペア一致 

カウンターのオーバーフロー 

カウンターのアンダーフロー 

タイマーB INTT32AxB 

[T32AxRGB0], [T32AxRGB1]とカウンターのコンペア一致 

カウンターのオーバーフロー 

カウンターのアンダーフロー 

タイマーC INTT32AxC 

[T32AxRGC0], [T32AxRGC1]とカウンターのコンペア一致 

カウンターのオーバーフロー 

カウンターのアンダーフロー 
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また、タイマーCを 2相パルスカウントで使用している場合は、アップカウント/ダウンカウントしな

い状態遷移が発生すると状態遷移エラーとして INTT32AxCを発生します。 

 

それぞれの要因は、下表の割り込みマスクレジスターでマスクすることができます。 

 

割り込みマスクレジスター 

タイマーA [T32AxIMA] 

タイマーB [T32AxIMB] 

タイマーC [T32AxIMC] 

 

マスク設定に関わらず、要因が発生すると下表のステータスレジスターにセットされます。フラグを

クリアするためには、ステータスレジスターの該当ビットに"1"を書いてください。 

 

ステータスレジスター 

タイマーA [T32AxSTA] 

タイマーB [T32AxSTB] 

タイマーC [T32AxSTC] 

 

3.9.2. キャプチャー割り込み 

キャプチャー割り込みは、キャプチャーレジスターにカウンターの値をキャプチャーするタイミング

で発生します。 

キャプチャー割り込みと各タイマーのキャプチャーレジスターは下表となります。 

 

表 3.5  キャプチャー割り込みとキャプチャーレジスターとの関連表 

キャプチャー割り込みとキャプチャーレジスターとの関連 

タイマー 割り込み名 キャプチャーレジスター 

タイマーA 
INTT32AxACAP0 [T32AxCAPA0] 

INTT32AxACAP1 [T32AxCAPA1] 

タイマーB 
INTT32AxBCAP0 [T32AxCAPB0] 

INTT32AxBCAP1 [T32AxCAPB1] 

タイマーC 
INTT32AxCCAP0 [T32AxCAPC0] 

INTT32AxCCAP1 [T32AxCAPC1] 

 

3.9.3. 毎カウント割り込み 

毎カウント割り込み INTT32AxEVRYC は、32 ビットタイマーのパルスカウント動作[T32AxCRC] 

<UPDNC[1:0]>=11 時のみ発生する割り込みです。全てのアップカウント/ダウンカウントごとに割り込

み要求が発生します。 
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3.10. DMA要求 

タイマーレジスター1 とのコンペア一致またはキャプチャーのタイミングで DMA コントローラーに

対してDMA要求を発生します。DMA転送を行う場合は下表のDMA要求許可レジスターの該当ビット

で許可の設定を行ってください。 

 

DMA要求許可レジスター 

タイマーA [T32AxDMAA] 

タイマーB [T32AxDMAB] 

タイマーC [T32AxDMAC] 

 

表 3.6  DMA要求一覧 

タイマー DMA 要求 要因 対象レジスター 

タイマーA 

T32AxDMAREQCMPA1 
タイマーレジスターA1([T32AxRGA1])

との一致検出 
[T32AxDMAA] <DMAENA2> 

T32AxDMAREQCAPA0 
キャプチャーレジスター

A0([T32AxCAPA0])へのキャプチャー 
[T32AxDMAA] <DMAENA0> 

T32AxDMAREQCAPA1 
キャプチャーレジスター

A1([T32AxCAPA1])へのキャプチャー 
[T32AxDMAA] <DMAENA1> 

タイマーB 

T32AxDMAREQCMPB1 
タイマーレジスターB1([T32AxRGB1])

との一致検出 
[T32AxDMAB] <DMAENB2> 

T32AxDMAREQCAPB0 
キャプチャーレジスター

B0([T32AxCAPB0])へのキャプチャー 
[T32AxDMAB] <DMAENB0> 

T32AxDMAREQCAPB1 
キャプチャーレジスター

B1([T32AxCAPB1])へのキャプチャー 
[T32AxDMAB] <DMAENB1> 

タイマーC 

T32AxDMAREQCMPC1 
タイマーレジスターC1([T32AxRGC1])

との一致検出 
[T32AxDMAC] <DMAENC2> 

T32AxDMAREQCAPC0 
キャプチャーレジスター

C0([T32AxCAPC0])へのキャプチャー 
[T32AxDMAC] <DMAENC0> 

T32AxDMAREQCAPC1 
キャプチャーレジスター

C1([T32AxCAPC1])へのキャプチャー 
[T32AxDMAC] <DMAENC1> 
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4. レジスター説明 

4.1. レジスター一覧 

制御レジスターとアドレスは以下のとおりです。 

モードにかかわらず共通で使用するレジスターと、16ビットタイマーで使用するタイマーAレジスタ

ーおよびタイマーBレジスター、32ビットタイマーで使用するタイマーCレジスターがあります。 

 

(1) ベースアドレス 

周辺機能 チャネル/ユニット 
ベースアドレス 

TYPE1 TYPE2 TYPE3 

32 ビットタイマー イベントカウンター T32A 

ch0 0x400BA000 0x400C1000 0x40061000 

ch1 0x400BA100 0x400C1400 0x40061400 

ch2 0x400BA200 0x400C1800 0x40061800 

ch3 0x400BA300 0x400C1C00 0x40061C00 

ch4 0x400BA400 0x400C2000 0x40062000 

ch5 0x400BA500 0x400C2400 0x40062400 

ch6 0x400BA600 0x400C2800 0x40062800 

ch7 0x400BA700 0x400C2C00 0x40062C00 

ch8 0x400BA800 0x400C3000 0x40063000 

ch9 0x400BA900 0x400C3400 0x40063400 

ch10 0x400BAA00 0x400C3800 0x40063800 

ch11 0x400BAB00 0x400C3C00 0x40063C00 

ch12 0x400BAC00 0x400C4000 0x40064000 

ch13 - 0x400C4400 0x40064400 

ch14 - 0x400C4800 - 

ch15 - 0x400C4C00 - 

注) 製品によって搭載されるチャネル/ユニットおよびベースアドレスタイプは異なります。詳細はリファ

レンスマニュアルの「製品個別情報」を参照してください。 

 

 

(2) 共通レジスター 

レジスター名 アドレス (Base+) 

モードレジスター [T32AxMOD] 0x0000 
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(3) タイマーAレジスター (16ビットタイマー) 

レジスター名 アドレス (Base+) 

RUNレジスターA [T32AxRUNA] 0x0040 

カウンター制御レジスターA [T32AxCRA] 0x0044 

キャプチャー制御レジスターA [T32AxCAPCRA] 0x0048 

出力制御レジスターA0 [T32AxOUTCRA0] 0x004C 

出力制御レジスターA1 [T32AxOUTCRA1] 0x0050 

ステータスレジスターA [T32AxSTA] 0x0054 

割り込みマスクレジスターA [T32AxIMA] 0x0058 

カウンターキャプチャーレジスターA [T32AxTMRA] 0x005C 

カウンターリロードレジスターA [T32AxRELDA] 0x0060 

タイマーレジスターA0 [T32AxRGA0] 0x0064 

タイマーレジスターA1 [T32AxRGA1] 0x0068 

キャプチャーレジスターA0 [T32AxCAPA0] 0x006C 

キャプチャーレジスターA1 [T32AxCAPA1] 0x0070 

DMA要求許可レジスターA [T32AxDMAA] 0x0074 

 

 

(4) タイマーBレジスター (16ビットタイマー) 

レジスター名 アドレス (Base+) 

RUNレジスターB [T32AxRUNB] 0x0080 

カウンター制御レジスターB [T32AxCRB] 0x0084 

キャプチャー制御レジスターB [T32AxCAPCRB] 0x0088 

出力制御レジスターB0 [T32AxOUTCRB0] 0x008C 

出力制御レジスターB1 [T32AxOUTCRB1] 0x0090 

ステータスレジスターB [T32AxSTB] 0x0094 

割り込みマスクレジスターB [T32AxIMB] 0x0098 

カウンターキャプチャーレジスターB [T32AxTMRB] 0x009C 

カウンターリロードレジスターB [T32AxRELDB] 0x00A0 

タイマーレジスターB0 [T32AxRGB0] 0x00A4 

タイマーレジスターB1 [T32AxRGB1] 0x00A8 

キャプチャーレジスターB0 [T32AxCAPB0] 0x00AC 

キャプチャーレジスターB1 [T32AxCAPB1] 0x00B0 

DMA要求許可レジスターB [T32AxDMAB] 0x00B4 
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(5) タイマーCレジスター (32ビットタイマー) 

レジスター名 アドレス (Base+) 

RUNレジスターC [T32AxRUNC] 0x00C0 

カウンター制御レジスターC [T32AxCRC] 0x00C4 

キャプチャー制御レジスターC [T32AxCAPCRC] 0x00C8 

出力制御レジスターC0 [T32AxOUTCRC0] 0x00CC 

出力制御レジスターC1 [T32AxOUTCRC1] 0x00D0 

ステータスレジスターC [T32AxSTC] 0x00D4 

割り込みマスクレジスターC [T32AxIMC] 0x00D8 

カウンターキャプチャーレジスターC [T32AxTMRC] 0x00DC 

カウンターリロードレジスターC [T32AxRELDC] 0x00E0 

タイマーレジスターC0 [T32AxRGC0] 0x00E4 

タイマーレジスターC1 [T32AxRGC1] 0x00E8 

キャプチャーレジスターC0 [T32AxCAPC0] 0x00EC 

キャプチャーレジスターC1 [T32AxCAPC1] 0x00F0 

DMA要求許可レジスターC [T32AxDMAC] 0x00F4 

パルスカウント制御レジスター [T32AxPLSCR] 0x00F8 

 



 
  

32ビットタイマーイベントカウンター 
 

2025-06-09 

Rev. 3.4 
34 / 74 

4.2. 共通レジスター詳細 

4.2.1. [T32AxMOD] (モードレジスター) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:2 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

1 HALT 0 R/W 

デバッグ HALT中の動作 

  0: 動作 

  1: 停止 

 

デバッグツール使用時に HALTモードに遷移した場合、カウント動作

の動作/停止の設定を行ないます。 

0 MODE32 0 R/W 

動作モード 

  0: 16ビットタイマー 

  1: 32ビットタイマー 

 

"0"の場合 16ビットタイマーとなり、タイマーA/タイマーBが有効、タイ

マーCは無効となります。"1"の場合 32ビットタイマーとなり、タイマー

Cが有効、タイマーA/タイマーBは無効になります。 

動作モードを変更すると、[T32AxMOD]を除くタイマーA/タイマーB/タ

イマーCの全てのレジスターが初期化されます。 

動作モードを変更する際は、

[T32AxRUNA]<RUNFLGA>/[T32AxRUNB]<RUNFLGB>(16 ビッ

トタイマー時)または[T32AxRUNC]<RUNFLGC>(32 ビットタイマー

時)でタイマーが停止していることを確認してください。 

注) レジスターの設定は[T32AxRUNA]<RUNA>=0、[T32AxRUNB]<RUNB>=0,[T32AxRUNC]<RUNC> =0 

の状態で行ってください。 
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4.3. タイマーAレジスター詳細 

4.3.1. [T32AxRUNA] (RUN レジスターA) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:5 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

4 RUNFLGA 0 R 

タイマーA動作フラグ 

  0: 停止 

  1: 動作 

3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2 SFTSTPA 0 W 

ソフトウェアによる動作停止 

  1: カウンター動作停止 

 

カウンターが動作中に"1"を設定するとカウンターが動作を停止します。

"0"の書き込みは意味を持ちません。 

リードすると"0"が読めます。 

1 SFTSTAA 0 W 

ソフトウェアによる動作開始 

  1: カウンター動作開始 

 

<RUNA>が"1"で<SFTSTAA>に"1"を設定するとカウンターが動作を開

始します。"0"の書き込みは意味を持ちません。 

リードすると"0"が読めます。 

0 RUNA 0 R/W 

タイマーA動作制御 

  0: 禁止 

  1: 許可 

 

<RUNA>に"1"を設定すると起動要因待ち状態となり起動要因が発生

するとカウントを開始します。 

<RUNFLGA>が"0"の状態で<RUNA>に"1"を設定してください。 
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4.3.2. [T32AxCRA] (カウンター制御レジスターA)  

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

30:28 
PRSCLA 

[2:0] 
000 R/W 

プリスケーラー分周選択 

  000: 1/1  
  001: 1/2 
  010: 1/8 
  011: 1/32 
  100: 1/128 
  101: 1/256 
  110: 1/512 
  111: 1/1024 

27 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

26:24 CLKA[2:0] 000 R/W 

カウントクロック選択 

  000: プリスケーラー出力 

  001: 内部トリガー(注 1) 

  010: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち上がり(注 1) 

  011: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち下がり(注 1) 

  100: 外部トリガー(T32AxINA0)立ち上がり 

  101: 外部トリガー(T32AxINA0)立ち下がり 

  110―111: Reserved 

23:21 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

20 WBFA 0 R/W 

ダブルバッファー制御 

  0: 禁止 

  1: 許可 

19:18 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

17:16 UPDNA[1:0] 00 R/W 

カウンター動作 

  00: アップ 

  01: ダウン 

  10: アップ/ダウン 

  11: Reserved 
 

アップ/ダウンは、カウンター動作開始でカウントアップ、タイマーレジスタ

ーA1 との一致でカウントダウン、"0x0000"との一致でカウントアップを繰

り返します。 

15:11 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

10:8 RELDA[2:0] 000 R/W 

カウンターリロード条件 

  000: リロードなし(フリーラン) 

  001: 内部トリガー(注 1) 

  010: 外部トリガー(T32AxINA0)立ち上がりエッジ 

  011: 外部トリガー(T32AxINA0)立ち下がりエッジ 

  100: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち上がりエッジ(注 1) 

  101: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち下がりエッジ(注 1) 

  110: 同期動作(同期リロードの信号が入力されるタイマーに対して 

       設定) 

  111: タイマーレジスターA1 との一致 

7 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

6:4 STOPA[2:0] 000 R/W 

カウンター動作停止条件 

  000: トリガーを使用しない 

  001: 内部トリガー(注 1) 

  010: 外部トリガー(T32AxINA0)立ち上がりエッジ 

  011: 外部トリガー(T32AxINA0)立ち下がりエッジ 

  100: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち上がりエッジ(注 1) 

  101: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち下がりエッジ(注 1) 

  110: 同期動作(同期停止の信号が入力されるタイマーに対して設定) 

  111: タイマーレジスターA1 との一致 

3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 
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2:0 
STARTA 

[2:0] 
000 R/W 

カウンター動作開始条件 

  000: トリガーを使用しない 

  001: 内部トリガー(注 1) 

  010: 外部トリガー(T32AxINA0)立ち上がりエッジ 

  011: 外部トリガー(T32AxINA0)立ち下がりエッジ 

  100: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち上がりエッジ(注 1) 

  101: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち下がりエッジ(注 1) 

  110: 同期動作(同期スタートの信号が入力されるタイマーに対して 

       設定) 

  111: Reserved 

注1) 内部トリガー/他タイマーの出力は、リファレンスマニュアル「製品個別情報」を参照ください。 

注2) レジスターの設定は[T32AxRUNA]<RUNA>=0の状態で行ってください。 

 

4.3.3. [T32AxOUTCRA0] (出力制御レジスターA0) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:2 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

1:0 OCRA[1:0] 00 W 

T32AxOUTAの制御 

  00: 変化なし 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

 

リードすると"00"が読めます。 

 

4.3.4. [T32AxOUTCRA1] (出力制御レジスターA1) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:8 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

7:6 OCRCAPA1[1:0] 00 R/W 

キャプチャーレジスターA1による T32AxOUTA制御 

 [T32AxCAPA1]へのカウンター値取り込み時の T32AxOUTA を制御

します。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

5:4 OCRCAPA0[1:0] 00 R/W 

キャプチャーレジスターA0による T32AxOUTA制御 

[T32AxCAPA0]へのカウンター値取り込み時のT32AxOUTAを制御し

ます。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

3:2 OCRCMPA1[1:0] 00 R/W 

コンパレーターA1による T32AxOUTA制御 

カウンターと[T32AxRGA1]との一致時の T32AxOUTA を制御します。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

1:0 OCRCMPA0[1:0] 00 R/W 

コンパレーターA0による T32AxOUTA制御 

カウンターと[T32AxRGA0]との一致時の T32AxOUTA を制御します。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

注) レジスターの設定は、[T32AxRUNA]<RUNA>=0 の状態で行ってください。 
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4.3.5. [T32AxRGA0] (タイマーレジスターA0) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 RGA0[15:0] 0x0000 R/W カウンターと比較する値を設定します。 

注1) PPG出力時のカウント値の設定は、「表 3.1  PPG出力時のタイマーレジスターの注意」を参照

してください。 

注2) このレジスターにライトする際は以下に注意してください。 

・シングルバッファーの場合: 

同一のタイマーレジスターへの連続書き込みの際は、1回目と 2回目のライトは 2

クロック(ΦT0)以上の間を空けてください。3回目以降も同様です。 

・ダブルバッファーの場合: 

周期割り込みによる割り込みサービスルーチン(ISR)内でタイマーレジスターに 1

回だけライトしてください。同一の周期内(*)で同一のタイマーレジスターに 2回以

上ライトすることは禁止です。 

(*:タイマー割り込み発生から次のタイマー割り込み発生までの期間。) 

 

 

4.3.6. [T32AxRGA1] (タイマーレジスターA1) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 RGA1[15:0] 0x0000 R/W カウンターと比較する値を設定します。 

注1) PPG出力時のカウント値の設定は、「表 3.1  PPG出力時のタイマーレジスターの注意」を参照

してください。 

注2) このレジスターにライトする際は以下に注意してください。 

・シングルバッファーの場合: 

同一のタイマーレジスターへの連続書き込みの際は、1回目と 2回目のライトは 2

クロック(ΦT0)以上の間を空けてください。3回目以降も同様です。 

・ダブルバッファーの場合: 

周期割り込みによる割り込みサービスルーチン(ISR)内でタイマーレジスターに 1

回だけライトしてください。同一の周期内(*)で同一のタイマーレジスターに 2回以

上ライトすることは禁止です。 

(*:タイマー割り込み発生から次のタイマー割り込み発生までの期間。) 

 

 

4.3.7. [T32AxTMRA] (カウンターキャプチャーレジスターA) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 TMRA[15:0] 0x0000 R 

このレジスターをリードすることでカウンター値がキャプチャーされ、そ

の値が読めます。 

カウンター停止時は、最後にキャプチャーした値が読めます。 
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4.3.8. [T32AxRELDA] (カウンターリロードレジスターA) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 RELDA[15:0] 0x0000 R/W カウンターにリロードする値を設定します。 

注) PPG出力時のカウント値の設定は、「表 3.1  PPG出力時のタイマーレジスターの注意」を参照し

てください。 

 

 

4.3.9. [T32AxCAPCRA] (キャプチャー制御レジスターA) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:7 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

6:4 CAPMA1[2:0] 000 R/W 

[T32AxCAPA1]のキャプチャータイミング 

  000: ディセーブル 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)（注 1） 

  010: 外部トリガー（T32AxINA0）立ち上がり 

  011: 外部トリガー（T32AxINA0）立ち下がり 

  100: 外部トリガー（T32AxINA1）立ち上がり 

  101: 外部トリガー（T32AxINA1）立ち下がり 

  110: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち上がり（注 1） 

  111: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち下がり（注 1） 

3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2:0 CAPMA0[2:0] 000 R/W 

[T32AxCAPA0]のキャプチャータイミング 

  000: ディセーブル 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)（注 1） 

  010: 外部トリガー（T32AxINA0）立ち上がり 

  011: 外部トリガー（T32AxINA0）立ち下がり 

  100: 外部トリガー（T32AxINA1）立ち上がり 

  101: 外部トリガー（T32AxINA1）立ち下がり 

  110: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち上がり（注 1） 

  111: 他タイマー出力(T32AxTRGINAPHCK)立ち下がり（注 1） 

注1) 内部トリガー/他タイマーの出力は、リファレンスマニュアル「製品個別情報」を参照ください。 

注2) レジスターの設定は、[T32AxRUNA]<RUNA>=0の状態で行ってください。 

 

 

4.3.10. [T32AxCAPA0] (キャプチャーレジスターA0) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 
CAPA0 
[15:0] 

0x0000 R カウンターをキャプチャーした値が読めます。 

 

 

4.3.11. [T32AxCAPA1] (キャプチャーレジスターA1) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 
CAPA1 
[15:0] 

0x0000 R カウンターをキャプチャーした値が読めます。 
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4.3.12. [T32AxIMA] (割り込みマスクレジスターA) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:4 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

3 IMUFA 0 R/W 

アンダーフロー割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

カウンターのアンダーフロー割り込み要求をマスクする／しないを設定

します。 

2 IMOFA 0 R/W 

オーバーフロー割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

カウンターのオーバーフロー割り込み要求をマスクする／しないを設定

します。 

1 IMA1 0 R/W 

一致([T32AxRGA1])割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

[T32AxRGA1]との一致割り込み要求をマスクする／しないを設定しま

す。 

0 IMA0 0 R/W 

一致([T32AxRGA0])割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

[T32AxRGA0]との一致割り込み要求をマスクする／しないを設定しま

す。 

注1) [T32AxIMA]レジスターのマスク設定に関わらず、[T32AxSTA]レジスターへ状態がセットされます。 

注2) レジスターの設定は、[T32AxRUNA]<RUNA>=0の状態で行ってください。 
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4.3.13. [T32AxSTA] (ステータスレジスターA) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:4 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

3 INTUFA 0 

R 

アンダーフローフラグ 

  0: アンダーフローは発生していない 

  1: アンダーフローが発生 

 

カウンターのアンダーフローが発生すると"1"がセットされます。 

W 
  0：Don’t care 

  1："0"にクリアされます。 

2 INTOFA 0 

R 

オーバーフローフラグ 

  0: オーバーフローは発生していない 

  1: オーバーフローが発生 

 

カウンターのオーバーフローが発生すると"1"がセットされます。 

W 
  0：Don’t care 

1："0"にクリアされます。 

1 INTA1 0 

R 

一致フラグ 

  0: 一致検出していない 

  1: [T32AxRGA1]との一致を検出した 

 

タイマーレジスターA1([T32AxRGA1])との一致を検出すると"1"がセ

ットされます。 

W 
  0：Don’t care 

  1："0"にクリアされます。 

0 INTA0 0 

R 

一致フラグ 

  0: 一致検出していない 

  1: [T32AxRGA0]との一致を検出した 

 

タイマーレジスターA0([T32AxRGA0])との一致を検出すると"1"がセ

ットされます。 

W 
  0：Don’t care 

  1："0"にクリアされます。 

注1) [T32AxIMA] レジスターのマスク設定に関わらず、[T32AxSTA]レジスターへ状態がセットされます。 

注2) [T32AxIMA]でマスク設定されていない要因のみ、CPUに対し割り込み要求が出力されます。 

注3) 内部信号によるフラグのセットとソフトウェアによるフラグのクリアが同時に行われた場合は、フ

ラグのクリアが優先されます。 

 

4.3.14. [T32AxDMAA] (DMA 要求許可レジスターA) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2 DMAENA2 0 R/W 

DMA要求選択: タイマーレジスターA1([T32AxRGA1])との一致検出 

  0: 禁止 

  1: 許可 

1 DMAENA1 0 R/W 

DMA要求選択: キャプチャーレジスターA1([T32AxCAPA1])へのキ

ャプチャー 

  0: 禁止 

  1: 許可 

0 DMAENA0 0 R/W 

DMA要求選択: キャプチャーレジスターA0([T32AxCAPA0])へのキ

ャプチャー 

  0: 禁止 

  1: 許可 

注) レジスターの設定は、[T32AxRUNA]<RUNA>=0の状態で行ってください。 
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4.4. タイマーBレジスター詳細 

4.4.1. [T32AxRUNB] (RUN レジスターB) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:5 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

4 RUNFLGB 0 R 

タイマーB動作フラグ 

  0: 停止 

  1: 動作 

3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2 SFTSTPB 0 W 

ソフトウェアによる動作停止 

  1: カウンター動作停止 

 

カウンターが動作中に"1"を設定するとカウンターが動作を停止しま

す。"0"の書き込みは意味を持ちません。 

リードすると"0"が読めます。 

1 SFTSTAB 0 W 

ソフトウェアによる動作開始 

  1: カウンター動作開始 

 

<RUNB>が"1"で<SFTSTAB>に"1"を設定するとカウンターが動作を

開始します。"0"の書き込みは意味を持ちません。 

リードすると"0"が読めます。 

0 RUNB 0 R/W 

タイマーB動作制御 

  0: 禁止 

  1: 許可 

 

<RUNB>に"1"を設定すると起動要因待ち状態となり起動要因が発生

するとカウントを開始します。 

<RUNFLGB>が"0"の状態で<RUNB>に"1"を設定してください。 
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4.4.2. [T32AxCRB] (カウンター制御レジスターB)  

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

30:28 
PRSCLB 

[2:0] 
000 R/W 

プリスケーラー分周選択 

  000: 1/1 
  001: 1/2 
  010: 1/8 
  011: 1/32 
  100: 1/128 
  101: 1/256 
  110: 1/512 
  111: 1/1024 

27 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

26:24 CLKB[2:0] 000 R/W 

カウントクロック選択 

  000: プリスケーラー出力 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)(注 1) 

  010: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち上がり(注 1) 

  011: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち下がり(注 1) 

  100: 外部トリガー(T32AxINB0)立ち上がり 

  101: 外部トリガー(T32AxINB0)立ち下がり 

  110―111: Reserved 

23:21 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

20 WBFB 0 R/W 

ダブルバッファー制御 

  0: 禁止 

  1: 許可 

19:18 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

17:16 UPDNB[1:0] 00 R/W 

カウンター動作 

  00: アップ 

  01: ダウン 

  10: アップ/ダウン 

  11: Reserved 
 

アップ/ダウンは、カウンター動作開始でカウントアップ、タイマーレジス

ターB1との一致でカウントダウン、"0x0000"との一致でカウントアップを

繰り返します。 

15:11 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

10:8 RELDB[2:0] 000 R/W 

カウンターリロード条件 

  000: リロードなし(フリーラン) 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)(注 1) 

  010: 外部トリガーT32AxINB0 立ち上がりエッジ 

  011: 外部トリガーT32AxINB0 立ち下がりエッジ 

  100: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち上がりエッジ(注 1) 

  101: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち下がりエッジ(注 1) 

  110: 同期動作(同期リロードの信号が入力されるタイマーに対して 

       設定) 

  111: タイマーレジスターB1 との一致 

7 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

6:4 STOPB[2:0] 000 R/W 

カウンター動作停止条件 

  000: トリガーを使用しない 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)(注 1) 

  010: 外部トリガーT32AxINB0 立ち上がりエッジ 

  011: 外部トリガーT32AxINB0 立ち下がりエッジ 

  100: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち上がりエッジ(注 1) 

  101: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち下がりエッジ(注 1) 

  110: 同期動作(同期停止の信号が入力されるタイマーに対して 

       設定) 

  111: タイマーレジスターB1 との一致 
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3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2:0 STARTB[2:0] 000 R/W 

カウンター動作開始条件 

  000: トリガーを使用しない 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)(注 1) 

  010: 外部トリガーT32AxINB0 立ち上がりエッジ 

  011: 外部トリガーT32AxINB0 立ち下がりエッジ 

  100: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち上がりエッジ(注 1) 

  101: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち下がりエッジ(注 1) 

  110: 同期動作(同期スタートの信号が入力されるタイマーに対して 

       設定) 

  111: Reserved 

注1) 内部トリガー/他タイマーの出力は、リファレンスマニュアル「製品個別情報」を参照ください。 

注2) レジスターの設定は、[T32AxRUNB]<RUNB>=0 の状態で行ってください。 

 

4.4.3. [T32AxOUTCRB0] (出力制御レジスターB0) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:2 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

1:0 OCRB[1:0] 00 W 

T32AxOUTBの制御 

  00: 変化なし 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

リードすると"00"が読めます。 

 

4.4.4. [T32AxOUTCRB1] (出力制御レジスターB1) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:8 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

7:6 OCRCAPB1[1:0] 00 R/W 

キャプチャーレジスターB1による T32AxOUTB制御 

[T32AxCAPB1]へのカウンター値取り込み時の T32AxOUTBを制御し

ます。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

5:4 OCRCAPB0[1:0] 00 R/W 

キャプチャーレジスターB0による T32AxOUTB制御 

[T32AxCAPB0]へのカウンター値取り込み時の T32AxOUTBを制御し

ます。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

3:2 OCRCMPB1[1:0] 00 R/W 

コンパレーターB1による T32AxOUTB制御 

カウンターと[T32AxRGB1]との一致時の T32AxOUTB を制御します。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

1:0 OCRCMPB0[1:0] 00 R/W 

コンパレーターB0による T32AxOUTB制御 

カウンターと[T32AxRGB0]との一致時の T32AxOUTB を制御します。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

注）レジスターの設定は、[T32AxRUNB]<RUNB>=0の状態で行ってください。 
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4.4.5. [T32AxRGB0] (タイマーレジスターB0) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 RGB0[15:0] 0x0000 R/W カウンターと比較する値を設定します。 

注1) PPG出力時のカウント値の設定は、「表 3.1  PPG出力時のタイマーレジスターの注意」を参照

してください。 

注2) このレジスターにライトする際は以下に注意してください。 

・シングルバッファーの場合: 

同一のタイマーレジスターへの連続書き込みの際は、1回目と 2回目のライトは 2

クロック(ΦT0)以上の間を空けてください。3回目以降も同様です。 

・ダブルバッファーの場合: 

周期割り込みによる割り込みサービスルーチン(ISR)内でタイマーレジスターに 1

回だけライトしてください。同一の周期内(*)で同一のタイマーレジスターに 2回以

上ライトすることは禁止です。 

(*:タイマー割り込み発生から次のタイマー割り込み発生までの期間。) 

 

4.4.6. [T32AxRGB1] (タイマーレジスターB1) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 RGB1[15:0] 0x0000 R/W カウンターと比較する値を設定します。 

注1) PPG出力時のカウント値の設定は、「表 3.1  PPG出力時のタイマーレジスターの注意」を参照

してください。 

注2) このレジスターにライトする際は以下に注意してください。 

・シングルバッファーの場合: 

同一のタイマーレジスターへの連続書き込みの際は、1回目と 2回目のライトは 2

クロック(ΦT0)以上の間を空けてください。3回目以降も同様です。 

・ダブルバッファーの場合: 

周期割り込みによる割り込みサービスルーチン(ISR)内でタイマーレジスターに 1

回だけライトしてください。同一の周期内(*)で同一のタイマーレジスターに 2回以

上ライトすることは禁止です。 

(*:タイマー割り込み発生から次のタイマー割り込み発生までの期間。) 

 

4.4.7. [T32AxTMRB] (カウンターキャプチャーレジスターB) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 TMRB[15:0] 0x0000 R 
このレジスターをリードすることでカウンター値がキャプチャーされ、そ
の値が読めます。 
カウンター停止時は、最後にキャプチャーした値が読めます。 

 

4.4.8. [T32AxRELDB] (カウンターリロードレジスターB) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 RELDB[15:0] 0x0000 R/W リロード値を設定します。 

注) PPG 出力時のカウント値の設定は、「表 3.1  PPG 出力時のタイマーレジスターの注意」を参照

してください。 
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4.4.9. [T32AxCAPCRB] (キャプチャー制御レジスターB) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:7 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

6:4 CAPMB1[2:0] 000 R/W 

[T32AxCAPB1]のキャプチャータイミング 

  000: ディセーブル 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)（注 1） 

  010: 外部トリガー（T32AxINB0）立ち上がり 

  011: 外部トリガー（T32AxINB0）立ち下がり 

  100: 外部トリガー（T32AxINB1）立ち上がり 

  101: 外部トリガー（T32AxINB1）立ち下がり 

  110: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち上がり（注 1） 

  111: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち下がり（注 1） 

3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2:0 CAPMB0[2:0] 000 R/W 

[T32AxCAPB0]のキャプチャータイミング 

  000: ディセーブル 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)（注 1） 

  010: 外部トリガー（T32AxINB0）立ち上がり 

  011: 外部トリガー（T32AxINB0）立ち下がり 

  100: 外部トリガー（T32AxINB1）立ち上がり 

  101: 外部トリガー（T32AxINB1）立ち下がり 

  110: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち上がり（注 1） 

  111: 他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち下がり（注 1） 

注1) 内部トリガー/他タイマーの出力は、リファレンスマニュアル「製品個別情報」を参照ください。 

注2) レジスターの設定は、[T32AxRUNB]<RUNB>=0 の状態で行ってください。 

 

4.4.10. [T32AxCAPB0] (キャプチャーレジスターB0) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 CAPB0[15:0] 0x0000 R カウンターをキャプチャーした値が読めます。 

 

 

4.4.11. [T32AxCAPB1] (キャプチャーレジスターB1) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:16 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

15:0 CAPB1[15:0] 0x0000 R カウンターをキャプチャーした値が読めます。 
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4.4.12. [T32AxIMB] (割り込みマスクレジスターB) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:4 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

3 IMUFB 0 R/W 

アンダーフロー割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

カウンターのアンダーフロー割り込み要求をマスクする／しないを設定

します。 

2 IMOFB 0 R/W 

オーバーフロー割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

カウンターのオーバーフロー割り込み要求をマスクする／しないを設

定します。 

1 IMB1 0 R/W 

一致([T32AxRGB1])割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

[T32AxRGB1]との一致割り込み要求をマスクする／しないを設定し

ます。 

0 IMB0 0 R/W 

一致([T32AxRGB0])割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

[T32AxRGB0]との一致割り込み要求をマスクする／しないを設定し

ます。 

注1) [T32AxIMB]レジスターのマスクが有効な場合でも[T32AxSTB]レジスターへ状態がセットされます。 

注2) レジスターの設定は、[T32AxRUNB]<RUNB>=0の状態で行ってください。 
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4.4.13. [T32AxSTB] (ステータスレジスターB) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:4 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

3 INTUFB 0 

R 

アンダーフローフラグ 

  0: アンダーフローは発生していない 

  1: アンダーフローが発生 

カウンターのアンダーフローが発生すると"1"がセットされます。 

W 
 0：Don’t care 

 1："0"にクリアされます。 

2 INTOFB 0 

R 

オーバーフローフラグ 

  0: オーバーフローは発生していない 

  1: オーバーフローが発生 

カウンターのオーバーフローが発生すると"1"がセットされます。 

W 
 0：Don’t care 

 1："0"にクリアされます。 

1 INTB1 0 

R 

一致フラグ 

  0: 一致検出していない 

  1: [T32AxRGB1]との一致を検出した 

タイマーレジスターB1([T32AxRGB1])との一致を検出すると"1"がセッ

トされます。  

W 
  0：Don’t care 

  1："0"にクリアされます。 

0 INTB0 0 

R 

一致フラグ 

  0: 一致検出していない 

  1: [T32AxRGB0]との一致を検出した 

タイマーレジスターB0([T32AxRGB0])との一致を検出すると"1"がセッ

トされます。 

W 
  0：Don’t care 

  1："0"にクリアされます。 

注1) [T32AxIMB]レジスターのマスクが有効な場合でも[T32AxSTB]レジスターへ状態がセットされます。 

注2) [T32AxIMB]でマスク設定されていない要因のみ、CPUに対し割り込み要求が出力されます。 

注3) 内部信号によるフラグのセットとソフトウェアによるフラグのクリアが同時に行われた場合は、

フラグのクリアが優先されます。 

 

4.4.14. [T32AxDMAB] (DMA 要求許可レジスターB) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2 DMAENB2 0 R/W 

DMA要求選択: タイマーレジスターB1([T32AxRGB1])との一致検出 

  0: 禁止 

  1: 許可 

1 DMAENB1 0 R/W 

DMA要求選択: キャプチャーレジスターB1([T32AxCAPB1])へのキ

ャプチャー 

  0: 禁止 

  1: 許可 

0 DMAENB0 0 R/W 

DMA要求選択: キャプチャーレジスターB0([T32AxCAPB0])へのキ

ャプチャー 

  0: 禁止 

  1: 許可 

注）レジスターの設定は、[T32AxRUNB]<RUNB>=0の状態で行ってください。 
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4.5. タイマーCレジスター詳細 

4.5.1. [T32AxRUNC] (RUN レジスターC) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:5 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

4 RUNFLGC 0 R 

タイマーC動作フラグ 

  0: 停止 

  1: 動作 

3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2 SFTSTPC 0 W 

ソフトウェアによる動作停止 

  1: カウンター動作停止 

 

カウンターが動作中に"1"を設定するとカウンターが動作を停止しま

す。"0"の書き込みは意味を持ちません。 

リードすると"0"が読めます。 

1 SFTSTAC 0 W 

ソフトウェアによる動作開始 

  1: カウンター動作開始 

 

<RUNC>が"1"で<SFTSTAC>に"1"を設定するとカウンターが動作を

開始します。"0"の書き込みは意味を持ちません。 

リードすると"0" が読めます。 

0 RUNC 0 R/W 

タイマーC動作制御 

  0: 禁止 

  1: 許可 

 

<RUNC>に"1"を設定すると起動要因待ち状態となり起動要因が発生

するとカウントを開始します。 

<RUNFLGC>が"0"の状態で<RUNC>に"1"を設定してください。 

 



 
  

32ビットタイマーイベントカウンター 
 

2025-06-09 

Rev. 3.4 
50 / 74 

4.5.2. [T32AxCRC] (カウンター制御レジスターC)  

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

30:28 PRSCLC[2:0] 000 R/W 

プリスケーラー分周選択 

  000: 1/1 
  001: 1/2 
  010: 1/8 
  011: 1/32 
  100: 1/128 
  101: 1/256 
  110: 1/512 
  111: 1/1024 

27 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

26:24 CLKC[2:0] 000 R/W 

カウントクロック選択 

  000: プリスケーラー出力 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)(注 1） 

  010: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち上がり(注 1） 

  011: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち下がり(注 1） 

  100: 外部トリガー(T32AxINC0)立ち上がり 

  101: 外部トリガー(T32AxINC0)立ち下がり 

  110–111: Reserved 

23:21 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

20 WBFC 0 R/W 

ダブルバッファー制御 

  0: 禁止 

  1: 許可 

19:18 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

17:16 UPDNC[1:0] 00 R/W 

カウンター動作 

  00: アップ 

  01: ダウン 

  10: アップ/ダウン 

  11: パルスカウント [T32AxPLSCR]レジスターで詳細設定 

 

アップ/ダウンは、カウンター動作開始でカウントアップ、タイマーレジスタ

ーC1との一致でカウントダウン、"0x0000"との一致でカウントアップを繰

り返します。 

15:11 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

10:8 RELDC[2:0] 000 R/W 

カウンターリロード条件 

  000: リロードなし(フリーラン) 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)(注 1） 

  010: 外部トリガーT32AxINC0立ち上がりエッジ 

  011: 外部トリガーT32AxINC0立ち下がりエッジ 

  100: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち上がりエッジ(注 1） 

  101: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち下がりエッジ(注 1） 

  110: チャネル間同期(同期リロードの信号が入力されるタイマーに 

対して設定) 

  111: タイマーレジスターC1 との一致 

7 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

6:4 STOPC[2:0] 000 R/W 

カウンター動作停止条件 

  000: トリガーを使用しない 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)(注 1） 

  010: 外部トリガーT32AxINC0立ち上がりエッジ 

  011: 外部トリガーT32AxINC0立ち下がりエッジ 

  100: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち上がりエッジ(注 1） 

  101: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち下がりエッジ(注 1） 

  110: チャネル間同期(同期停止の信号が入力されるタイマーに 

       対して設定) 

  111: タイマーレジスターC1 との一致 
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3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2:0 STARTC[2:0] 000 R/W 

カウンター動作開始条件 

  000: トリガーを使用しない 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)(注 1） 

  010: 外部トリガーT32AxINC0立ち上がりエッジ 

  011: 外部トリガーT32AxINC0立ち下がりエッジ 

  100: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち上がりエッジ（注 1） 

  101: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち下がりエッジ(注 1） 

  110: チャネル間同期(同期スタートの信号が入力されるタイマーに 

       対して設定) 

  111: Reserved 

注1)  内部トリガー/他タイマーの出力は、リファレンスマニュアル「製品個別情報」を参照ください。 

注2) レジスターの設定は、[T32AxRUNC]<RUNC>=0の状態で行ってください。 

 

4.5.3. [T32AxOUTCRC0] (出力制御レジスターC0) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:2 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

1:0 OCRC[1:0] 00 W 

T32AxOUTCの制御 

  00: 変化なし 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

リードすると"00"が読めます。 

 

4.5.4. [T32AxOUTCRC1] (出力制御レジスターC1) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:8 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

7:6 
OCRCAPC1 

[1:0] 
00 R/W 

キャプチャーレジスターC1による T32AxOUTC制御 

[T32AxCAPC1]へのカウンター値取り込み時の T32AxOUTCを制御

します。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

5:4 
OCRCAPC0 

[1:0] 
00 R/W 

キャプチャーレジスターC0による T32AxOUTC制御 

[T32AxCAPC0]へのカウンター値取り込み時の T32AxOUTCを制御

します。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

3:2 
OCRCMPC1 

[1:0] 
00 R/W 

コンパレーターC1による T32AxOUTC制御 

カウンターと[T32AxRGC1]との一致時の T32AxOUTCを制御します。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

1:0 
OCRCMPC0 

[1:0] 
00 R/W 

コンパレーターC0による T32AxOUTC制御 

カウンターと[T32AxRGC0]との一致時の T32AxOUTCを制御します。 

  00: 無効 

  01: セット(「High」にする) 

  10: クリア(「Low」にする) 

  11: 反転 

注）レジスターの設定は、[T32AxRUNC]<RUNC>=0 の状態で行ってください。 
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4.5.5. [T32AxRGC0] (タイマーレジスターC0) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:0 RGC0[31:0] 0x00000000 R/W カウンターと比較する値を設定します。 

注1) PPG出力時のカウント値の設定は、「表 3.1  PPG出力時のタイマーレジスターの注意」を参照し

てください。 

注2) このレジスターにライトする際は以下に注意してください。 

・シングルバッファーの場合: 

同一のタイマーレジスターへの連続書き込みの際は、1回目と 2回目のライトは 2

クロック(ΦT0)以上の間を空けてください。3回目以降も同様です。 

・ダブルバッファーの場合: 

周期割り込みによる割り込みサービスルーチン(ISR)内でタイマーレジスターに 1

回だけライトしてください。同一の周期内(*)で同一のタイマーレジスターに 2回以

上ライトすることは禁止です。 

(*:タイマー割り込み発生から次のタイマー割り込み発生までの期間。) 

 

4.5.6. [T32AxRGC1] (タイマーレジスターC1) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:0 RGC1[31:0] 0x00000000 R/W カウンターと比較する値を設定します。 

注1) PPG出力時のカウント値の設定は、「表 3.1  PPG出力時のタイマーレジスターの注意」を参照し

てください。 

注2) このレジスターにライトする際は以下に注意してください。 

・シングルバッファーの場合: 

同一のタイマーレジスターへの連続書き込みの際は、1回目と 2回目のライトは 2

クロック(ΦT0)以上の間を空けてください。3回目以降も同様です。 

・ダブルバッファーの場合: 

周期割り込みによる割り込みサービスルーチン(ISR)内でタイマーレジスターに 1

回だけライトしてください。同一の周期内(*)で同一のタイマーレジスターに 2回以

上ライトすることは禁止です。 

(*:タイマー割り込み発生から次のタイマー割り込み発生までの期間。) 

 

4.5.7. [T32AxTMRC] (カウンターキャプチャーレジスターC) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:0 TMRC[31:0] 0x00000000 R 

このレジスターをリードすることでカウンター値がキャプチャーされ、そ

の値が読めます。 

カウンター停止時は、最後にキャプチャーした値が読めます。 

 

 

4.5.8. [T32AxRELDC] (カウンターリロードレジスターC) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:0 RELDC[31:0] 0x00000000 R/W リロード値を設定します。 

注) PPG出力時のカウント値の設定は、「表 3.1  PPG出力時のタイマーレジスターの注意」を参照し

てください。 
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4.5.9. [T32AxCAPCRC] (キャプチャー制御レジスターC) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:7 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

6:4 
CAPMC1 

[2:0] 
000 R/W 

[T32AxCAPC1]のキャプチャータイミング 

  000: ディセーブル 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)(注 1) 

  010: 外部トリガー（T32AxINC0）立ち上がり 

  011: 外部トリガー（T32AxINC0）立ち下がり 

  100: 外部トリガー（T32AxINC1）立ち上がり 

  101: 外部トリガー（T32AxINC1）立ち下がり 

  110: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち上がり(注 1) 

  111: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち下がり(注 1) 

3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2:0 
CAPMC0 

[2:0] 
000 R/W 

[T32AxCAPC0]のキャプチャータイミング 

  000: ディセーブル 

  001: 内部トリガー(T32AxTRGINAPCK)(注 1) 

  010: 外部トリガー（T32AxINC0）立ち上がり 

  011: 外部トリガー（T32AxINC0）立ち下がり 

  100: 外部トリガー（T32AxINC1）立ち上がり 

  101: 外部トリガー（T32AxINC1）立ち下がり 

  110: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち上がり(注 1) 

  111: 他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立ち下がり(注 1) 

注1) 内部トリガー/他タイマーの出力先は、リファレンスマニュアル「製品個別情報」を参照ください。 

注2) レジスターの設定は、[T32AxRUNC]<RUNC>=0 の状態で行ってください。 

4.5.10. [T32AxCAPC0] (キャプチャーレジスターC0) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:0 CAPC0[31:0] 0x00000000 R カウンターをキャプチャーした値が読めます。 

 

 

4.5.11. [T32AxCAPC1] (キャプチャーレジスターC1) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:0 CAPC1[31:0] 0x00000000 R カウンターをキャプチャーした値が読めます。 
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4.5.12. [T32AxIMC] (割り込みマスクレジスターC) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:5 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

4 IMSTERR 0 R/W 

状態遷移エラー割り込み要求マスク(2相パルスカウント時のみ) 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

 

2相パルスカウント時の状態エラー割り込み要求をマスクする／しな

いを設定します。 

3 IMUFC 0 R/W 

アンダーフロー割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

 

カウンターのアンダーフロー割り込み要求をマスクする／しないを設

定します。 

2 IMOFC 0 R/W 

オーバーフロー割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

 

カウンターのオーバーフロー割り込み要求をマスクする／しないを設

定します。 

1 IMC1 0 R/W 

一致([T32AxRGC1])割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

 

[T32AxRGC1]との一致割り込み要求をマスクする／しないを設定し

ます。 

0 IMC0 0 R/W 

一致([T32AxRGC0])割り込み要求マスク 

  0: 割り込み要求をマスクしない 

  1: 割り込み要求をマスクする 

 

[T32AxRGC0]との一致割り込み要求をマスクする／しないを設定し

ます。 

注1) [T32AxIMC]レジスターのマスクが有効な場合でも[T32AxSTC]レジスターへ状態がセットされます。 

注2) レジスターの設定は、[T32AxRUNC]<RUNC>=0の状態で行ってください。 
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4.5.13. [T32AxSTC] (ステータスレジスターC) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:5 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

4 INTSTERR 0 

R 

状態遷移エラーフラグ(2相パルスカウント時のみ) 

  0: 状態遷移エラーは発生していない 

  1: 状態遷移エラーが発生 

 

2相パルスカウント時に状態遷移エラーが発生すると"1"がセットされ

ます。 

W 
 0：Don’t care 

 1："0"にクリアされます。 

3 INTUFC 0 

R 

アンダーフローフラグ 

  0: アンダーフローは発生していない 

  1: アンダーフローが発生 

 

カウンターのアンダーフローが発生すると"1"がセットされます。 

W 
 0：Don’t care 

 1："0"にクリアされます。 

2 INTOFC 0 

R 

オーバーフローフラグ 

  0: オーバーフローは発生していない 

  1: オーバーフローが発生 

 

カウンターのオーバーフローが発生すると"1"がセットされます。 

W 
 0：Don’t care 

 1："0"にクリアされます。 

1 INTC1 0 

R 

一致フラグ 

  0: 一致検出していない 

  1: [T32AxRGC1]との一致を検出した 

 

タイマーレジスターC1([T32AxRGC1])との一致を検出すると"1"がセ

ットされます。 

W 
  0：Don’t care 

  1："0"にクリアされます。 

0 INTC0 0 

R 

一致フラグ 

  0: 一致検出していない 

  1: [T32AxRGC0]との一致を検出した 

 

タイマーレジスターC0([T32AxRGC0])との一致を検出すると"1"がセ

ットされます。 

W 
  0：Don’t care 

  1："0"にクリアされます。 

注1) [T32AxIMC]レジスターのマスクが有効な場合でも[T32AxSTC]レジスターへ状態がセットされます。 

注2) [T32AxIMC]でマスク設定されていない要因のみ、CPUに対し割り込み要求が出力されます。 

注3) 内部信号によるフラグのセットとソフトウェアによるフラグのクリアが同時に行われた場合は、フ

ラグのクリアが優先されます。 
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4.5.14. [T32AxDMAC] (DMA 要求許可レジスターC) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2 DMAENC2 0 R/W 

DMA要求選択: タイマーレジスターC1([T32AxRGC1])との一致検出 

  0: 禁止 

  1: 許可 

1 DMAENC1 0 R/W 

DMA要求選択: キャプチャーレジスターC1([T32AxCAPC1])へのキ

ャプチャー 

  0: 禁止 

  1: 許可 

0 DMAENC0 0 R/W 

DMA要求選択: キャプチャーレジスターC0([T32AxCAPC0])へのキ

ャプチャー 

  0: 禁止 

  1: 許可 

注）レジスターの設定は、[T32AxRUNC]<RUNC>=0 の状態で行ってください。 

 

4.5.15. [T32AxPLSCR] (パルスカウント制御レジスター) 

Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:15 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

14:12 PDN[2:0] 000 R/W 

1相パルスカウントモード時カウントダウン条件 

  000: カウントダウンしない 

  001: カウントダウンしない 

  010: T32AxINC0の立ち上がり 

  011: T32AxINC0の立ち下がり 

  100: T32AxINC1の立ち上がり 

  101: T32AxINC1の立ち下がり 

  110: T32AxINC0の立ち上がり/立ち下がり 

  111: T32AxINC1の立ち上がり/立ち下がり 

11 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

10:8 PUP[2:0] 000 R/W 

1相パルスカウントモード時カウントアップ条件 

  000: カウントアップしない 

  001: カウントアップしない 

  010: T32AxINC0の立ち上がり 

  011: T32AxINC0の立ち下がり 

  100: T32AxINC1の立ち上がり 

  101: T32AxINC1の立ち下がり 

  110: T32AxINC0の立ち上がり/立ち下がり 

  111: T32AxINC1の立ち上がり/立ち下がり 

7:6 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

5:4 NF[1:0] 00 R/W 

T32AxINC0/T32AxINC1 のノイズ除去時間 

詳細は、表 4.1 を参照してください。 

  00: なし 

  01: 2/ΦT0未満の信号をノイズとして削除する 

  10: 4/ΦT0未満の信号をノイズとして削除する 

  11: 8/ΦT0未満の信号をノイズとして削除する 

3:2 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

1 PDIR 0 R/W 

2相パルスカウント方向 

  0: 正方向 

  1: 逆方向 

0 PMODE 0 R/W 

パルスカウントモード 

  0: 2相パルスカウントモード 

  1: 1相パルスカウントモード 
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ノイズ除去<NF[1:0]>の詳細は以下のとおり。 

 
表 4.1  ノイズ除去<NF[1:0]> 

<NF> 確実に除去 確実に信号として認識 

確実に除去(時間) 

[CGSYSCR]<PRCKST[3:0]> = 0000 

fc = 40MHz 

01 2/ΦT0未満 3/ΦT0以上 50ns 

10 4/ΦT0未満 5/ΦT0以上 100ns 

11 8/ΦT0未満 9/ΦT0以上 200ns 

 
 



 
  

32ビットタイマーイベントカウンター 
 

2025-06-09 

Rev. 3.4 
58 / 74 

5. 使用方法の例 

5.1. インターバルタイマー 

一定周期で CPUに対して割り込みを発生させることができます。 

説明内で使用される周期の定義を示します。 

 周期の計算式 

アップカウント [T32AxRGA1] - [T32AxRELDA] 

ダウンカウント [T32AxRELDA] - [T32AxRGA1] 

 

タイマーAをアップカウントで動作させて一定周期の割り込みを発生させる場合、リロードレジスタ

ー[T32AxRELDA]に"0x0000"、タイマーレジスター[T32AxRGA1]にインターバル時間を設定し、カウン

ターのリロード条件を[T32AxRGA1]との一致とします。動作を開始すると、インターバル時間経過後に

INTT32AxA割り込みを発生、カウンターをリロードしカウントアップを続けます。 

 

カウンター制御レジスターA([T32AxCRA]) 

 クロック選択<CLKA[2:0]> 任意 

 カウント動作<UPDNA[1:0]> アップ 

 動作開始<STARTA[2:0]> 任意 

 動作停止<STOPA[2:0]> 任意 

 リロード条件<RELDA[2:0]> [T32AxRGA1]との一致 

 

カウンター値

[T32AxRGA1]

[T32AxRELDA]

リロード リロード

INTT32AxA

初期リロード

時間

 
図 5.1  インターバルタイマー例(アップカウント) 

 

タイマーAをダウンカウントで動作させて一定周期の割り込みを発生させる場合、リロードレジスタ

ー[T32AxRELDA]にインターバル時間を設定し、タイマーレジスター[T32AxRGA1]を"0x0000"、リロー

ド条件を[T32AxRGA1]との一致とします。動作を開始すると、リロード値からカウントダウンし、カウ

ンターが"0x0000"までカウントダウンすると INTT32AxA 割り込みを発生し、リロードしてカウントダ

ウンを継続します。 

http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%80%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/CPU
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%AB%E5%AF%BE%E3%81%97%E3%81%A6
http://www.weblio.jp/content/%E5%89%B2%E3%82%8A%E8%BE%BC%E3%81%BF
http://www.weblio.jp/content/%E7%99%BA%E7%94%9F
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カウンター制御レジスターA([T32AxCRA]) 

クロック選択<CLKA[2:0]> 任意 

カウント動作<UPDNA[1:0]> ダウン 

動作開始<STARTA[2:0]> 任意 

動作停止<STOPA[2:0]> 任意 

リロード条件<RELDA[2:0]> [T32AxRGA1]との一致 

  

カウンター値

[T32AxRGA1]

[T32AxRELDA]

リロード リロード

INTT32AxA

初期リロード

時間

 
 

図 5.2  インターバルタイマー例(ダウンカウント) 
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5.2. イベントカウンター 

カウントクロックとして外部トリガー、内部トリガー、他タイマー出力を選択することでイベントカ

ウンターにすることができます。 

カウンターはアップカウントを選択します。外部トリガー(立ち上がりまたは立ち下がり)、他タイマ

ー出力(立ち上がりまたは立ち下がり)または内部トリガー発生でカウントアップします。[T32AxTMRA]

をリードすることでイベントの発生した回数をカウント値として読むことができます。 

 

カウンター制御レジスターA([T32AxCRA]) 

 クロック選択<CLKA[2:0]> 外部トリガー/内部トリガー/他タイマー出力 

 カウント動作<UPDNA[1:0]> アップ 

 動作開始<STARTA[2:0]> 任意 

 動作停止<STOPA[2:0]> 任意 

 リロード条件<RELDA[2:0]> 任意 

 

カウンター値

bbb

[T32AxTMRA]

をリード

初期リロード

時間

aaa

aaa bbb[T32AxTMRA]

 
 

図 5.3  イベントカウンター例 
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5.3. プログラマブル矩形波(PPG)出力 

任意周波数、任意デューティーの矩形波を出力することができます。 

説明内で使用される周期・Low期間の定義を示します。 

 周期の計算式 Low期間の計算式 

アップカウント [T32AxRGA1] - [T32AxRELDA] [T32AxRGA0] - [T32AxRELDA] 

 

タイマーA出力 T32AxOUTAは、初期状態は「Low」となっています。信号のレベルは、

[T32AxOUTCRA0] <OCRA>で変更することができます。 

タイマーA カウンターとタイマーレジスター([T32AxRGA0]、[T32AxRGA1])の一致時にタイマー出力

をセット/クリア/反転させることができます。これにより任意の矩形波を T32AxOUTA 端子より出力す

ることができます。 

ダブルバッファーをイネーブルにすることにより、カウンターと[T32AxRGA1]との一致で、レジスタ

ーバッファーA0/A1の値が[T32AxRGA0/A1]へ転送されます。これにより、タイマーレジスターの更新タ

イミングを意識しないで周波数、デューティーを変更することができます。 

 

カウンター制御レジスターA（[T32AxCRA]） 

 クロック選択<CLKA[2:0]> 任意 

 カウント動作<UPDNA[1:0]> アップ 

 動作開始<STARTA[2:0]> 任意 

 動作停止<STOPA[2:0]> 任意 

 リロード条件<RELDA[2:0]> 
タイマーレジスターA1（[TX32AxRGA1]）との一致

(0x0000をリロード) 

 ダブルバッファー制御<WBFA> 許可 

 

出力制御レジスターを、以下のように設定した場合の波形を示します。 

 

出力制御レジスターA0（[T32AxOUTCRA0]）  

 T32AxOUTAの制御<OCRA[1:0]> 変化なし 

出力制御レジスターA1([T32AxOUTCRA1])  

 カウンターと[T32AxRGA0]との一致時の制御 

 <OCRCMPA0[1:0]> 
セット(「High」にする) 

 カウンターと[T32AxRGA1]との一致時の制御 

 <OCRCMPA1[1:0]> 
クリア(「Low」にする) 
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カウンター値

bbb

[T32AxRGA0]

への書き込み操作

初期リロード

時間

aaa

ccc[T32AxRGA0]

ddd

ccc

リロード

T32AxOUTA

aaa

cccaaaレジスターバッファー A0

ddd[T32AxRGA1] bbb

dddbbbレジスターバッファー A1

[T32AxRGA1]

への書き込み操作

 
図 5.4  PPG出力例（Lowアクティブ） 

 

周期一定でデューティーを変化させながらT32AxOUTAの制御を行っている際に、パルスのLow期間

の設定値が何らかの理由で周期の設定値以上または"0"となった場合は以下のような動作になります。 

 

「Low期間」=「周期」の場合(A期間)、セットとクリアの条件が同時に成立しますが、複数要因が同

時に成立した場合は出力は変化しません。 

「Low 期間」= 0の場合(B期間)、クリアとセットの条件が同時に成立しますが、[T32AxRGA0]がリロ

ード値と同じ値であるため優先的にセットされます。 

 

ccc

カウンター値

aaa

初期リロード

bbb

リロード リロード リロード リロード

aaa aaa aaa aaa

bbb cccaaa 0

T32AxOUTA

[T32AxRGA0]

[T32AxRGA1]

set

clear

set set

A B

時間

aaa

aaa

set
[T32AxRGA0] = リロード値

0

aaa

リロード

clear clear clear clear

set
[T32AxRGA0] = リロード値

 
図 5.5  PPG出力(期間A,Bの場合の動作例) 
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5.4. 外部トリガーによるプログラマブル矩形波(PPG)出力 

外部トリガーによるカウントスタートで動作させることで、ソフトウェアでは処理が間に合わない短

いディレイタイムの PPG波形を出力することができます。 

 

カウンター制御レジスターA（[T32AxCRA]） 

 クロック選択<CLKA[2:0]> 任意 

 カウント動作<UPDNA[1:0]> アップ 

 動作開始<STARTA[2:0]> 外部トリガー立ち上がり 

 動作停止<STOPA[2:0]> 任意 

 リロード条件<RELDA[2:0]> タイマーレジスターA1との一致(0x0000をリロード) 

 

出力制御レジスターを、以下のように設定した場合の動作を示します。 

 

出力制御レジスターA0（[T32AxOUTCRA0]）  

 T32AxOUTAの制御<OCRA[1:0]> 変化なし 

出力制御レジスターA1（[T32AxOUTCRA1]）  

 カウンターと[T32AxRGA0]との一致時の制御 

 <OCRCMPA0[1:0]> 
セット(「High」にする) 

 カウンターと[T32AxRGA1]との一致時の制御 

 <OCRCMPA1[1:0]> 
クリア(「Low」にする) 

 

カウンター値

aaa + bbb

[T32AxRGA0]

初期リロード

時間

aaa

aaa
bbb

[T32AxRGA1]

リロード

aaa

aaa + bbb

T32AxINA0

T32AxOUTA

 
 

図 5.6  外部トリガーによるPPG出力例 

 

[T32AxRGA0]には、外部トリガーからのディレイタイム(aaa)を設定します。[T32AxRGA1]にはディレ

イタイム(aaa)とワンショットパルスの幅(bbb)を加算した値(aaa)+(bbb)を設定します。 

この状態で、T32AxINA0に外部トリガーパルスが入力されると、外部トリガーの立ち上がりで、カウ

ントスタートします。カウンターの値が(aaa)になると[T32AxRGA0]と一致し、T32AxOUTA がセットさ

れ「High」 レベルになります。アップカウンターの値が(aaa)+(bbb)になると[T32AxRGA1]と一致し、

T32AxOUTAがクリアされ「Low」レベルになります。 
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5.5. 同期動作による PPG出力 

タイマーを複数組み合わせて周期が同じでデューティーが異なるプログラマブル矩形波を出力する方

法です。ここでは、タイマーAとタイマーBを同期動作で使用します。 

説明内で使用される周期・Low期間の定義を示します。 

 

 周期 タイマーA出力：Low期間の計算式 タイマーB出力：Low期間の計算式 

アップカウント [T32AxRGA1]- 
[T32AxRELDA] 

[T32AxRGA0] - [T32AxRELDA] [T32AxRGB0] - [T32AxRELDB] 
+[T32AxRGA1] - [T32AxRGB1] 

 

タイマーA はプログラマブル矩形波を出力するよう設定します。タイマーA のカウント値が(aaa) に

なると[T32AxRGA0] と一致し、T32AxOUTA が反転します。カウント値が(bbb) になると[T32AxRGA1]

と一致し、カウントをリロードしカウントアップを継続します。 

タイマーB は動作開始/停止、リロードの条件を同期動作設定にし、タイマーレジスターB0/B1 

([T32AxRGB0/1])に任意の矩形波を出力するための値([T32AxRGB0] に"ccc"、[T32AxRGB1] に"ddd")を

設定します。リロード値はタイマーAのリロード値と同じ値を設定します。 

 

カウンター制御レジスターA（[T32AxCRA]） 

 クロック選択<CLKA[2:0]> 任意 

 カウント動作<UPDNA[1:0]> アップ 

 動作開始<STARTA[2:0]> 任意 

 動作停止<STOPA[2:0]> 任意 

 リロード条件<RELDA[2:0]> 
タイマーレジスターA1([T32AxRGA1]) との一致(0x0000 

をリロード) 

 

タイマーレジスターA0/A1 

タイマーレジスターA0([T32AxRGA0]) 「aaa」 

タイマーレジスターA1([T32AxRGA1]) 「bbb」 

 

出力制御レジスターA1([T32AxOUTCRA1]) 

 カウンターと[T32AxRGA0]との一致時の制御 

 <OCRCMPA0[1:0]> 
セット(「High」にする) 

 カウンターと[T32AxRGA1]との一致時の制御 

 <OCRCMPA1[1:0]> 
クリア(「Low」にする) 

 

カウンター制御レジスターB（[T32AxCRB]） 

 クロック選択<CLKB[2:0]> タイマー制御レジスターA と同様 

 カウント動作<UPDNB[1:0]> アップ 

 動作開始<STARTB[2:0]> 同期動作 

 動作停止<STOPB[2:0]> 同期動作 

 リロード条件<RELDB[2:0]> 同期動作 

 

タイマーレジスターB0/B1 

タイマーレジスターB0([T32AxRGB0]) 「ccc」 

タイマーレジスターB1([T32AxRGB1]) 「ddd」 
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出力制御レジスターB1([T32AxOUTCRB1]) 

 カウンターと[T32AxRGB0]との一致時の制御 

 <OCRCMPB0[1:0]> 
セット(「High」にする) 

 カウンターと[T32AxRGB1]との一致時の制御  

 <OCRCMPB1[1:0]> 
クリア(「Low」にする) 

 

 

bbb

aaa

ddd

ccc

時間

T32AxOUTA

T32AxOUTB

初期リロード
リロード リロード

カウンター値

 

 

図 5.7  同期動作によるPPG出力例（Lowアクティブ） 
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5.6. PPG出力によるステッピングモーター制御 

タイマーを 2つ組み合わせてステッピングモーターの制御を行う方法です。ここでは、32ビットタイ

マーで使用しています。タイマー動作の停止条件に内部トリガーを使用します。製品によって内部トリ

ガーは使用できません。詳細は、リファレンスマニュアル「製品個別情報」を参照ください。 

1 つのタイマー(ch1)を矩形波出力用として使用します。もう 1 つのタイマー(ch0）を ch1 の制御用に

使用します。ch0のカウンター値は、具体的な位置情報を示します。 

ch0はch1の矩形波出力をカウントクロックとして使用し、立ち下がりでカウントするようにします。 

リロード値(bbb)と一致検出の値(aaa)を設定しソフトスタートします。 

ch1は任意の条件で動作を開始し、ch1の内部トリガーに ch0の一致検出を接続し、この条件で停止す

るようにします。 

ch1の矩形波が出力されると ch0がリロード値からカウントダウンを開始しカウンターが aaaまでカウ

ントすると割り込みを出力します。ch1 は一致検出を内部トリガーとして検出して停止します。矩形波

が出力されなくなるため ch0の動作も停止します。 

ch0の設定を変更します。カウント動作をアップとし、一致検出の値(ccc)を設定します。 

ch1が再びスタートされ矩形波が出力されると、ch0がアップカウントし、cccまでカウントアップす

ると割り込みを出力します。 

 

 

カウンター制御レジスターC([T32AxCRC]) (ch0) 

 クロック選択<CLKC[2:0]> 
他タイマー出力(T32AxTRGINCPHCK)立

ち下がりエッジ(ch1の矩形波出力) 

 カウント動作<UPDNC[1:0]> ダウン(途中でアップに切り替え) 

 動作開始<STARTC[2:0]> トリガーを使用しない 

 動作停止<STOPC[2:0]> 任意 

 リロード条件<RELDC[2:0]> なし(フリーラン) 

 

RUNレジスターC([T32AxRUNC]) (ch0) 

動作開始<SFTSTAC> ソフトウェアカウンター動作開始 

 
 

カウンター制御レジスターC([T32AxCRC]) (ch1) 

 クロック選択<CLKC[2:0]> 任意 

 カウント動作<UPDNC[1:0]> 任意 

 動作開始<STARTC[2:0]> 任意 

 動作停止<STOPC[2:0]> 内部トリガー(ch0の一致検出) 

 リロード条件<RELDC[2:0]> 任意 
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カウンター値

ccc

INTT32A00C

初期リロード
時間

aaa

ccc[T32AxRGC1]

bbb

aaa

T32A01OUTC

xxx

カウント動作をアップに変更

一致比較レジスターの値を"ccc"に変更

T32A ch0

カウント動作をダウンに変更

一致比較レジスターの値を"xxx"に変更

 
 

図 5.8  同期動作によるPPG出力(ステッピングモーター制御例) 
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5.7. キャプチャーを利用した周波数測定 

外部から入力されるクロックの周波数測定を行う例を示します。 

ここではタイマーB をインターバルタイマーで、タイマーA をプログラマブル矩形波出力で使用しま

す。 

外部トリガーT32AxINB0をタイマーBのカウントクロックとしてフリーランでカウントアップさせま

す。 

タイマーAは、計測時間分の T32AxOUTAパルスが生成されるよう設定し、タイマーBの他タイマー

出力(T32AxTRGINBPHCK)へ接続します。 

タイマーBのキャプチャー制御レジスター[T32AxCAPCRB]で、他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立

ち上がりで[T32AxCAPB0]に、立ち下がりで[T32AxCAPB1]にカウンター値がキャプチャーされるよう設

定します。 

タイマーA のカウンターが[T32AxRGA0]と一致すると T32AxOUTA が立ち上がり、[T32AxCAPB0]に

タイマーB のカウンターの値が取り込まれます。また、タイマーA のカウンターが[T32AxRGA1]と一致

すると T32AxOUTAが立ち下がり、[T32AxCAPB1]にタイマーBのカウンターの値が取り込まれます。 

周波数は、([T32AxCAPB1] - [T32AxCAPB0])をT32AxOUTAのパルス幅の時間で割ることで求めます。 

 

カウンター制御レジスターB（[T32AxCRB]） 

 クロック選択<CLKB[2:0]> 外部トリガー 

 カウント動作<UPDNB[1:0]> アップ 

 動作開始<STARTB[2:0]> 任意 

 動作停止<STOPB[2:0]> 任意 

 リロード条件<RELDB[2:0]> なし（フリーラン） 

 

キャプチャー制御レジスターB([T32AxCAPCRB]) 

 [T32AxCAPB0]のキャプチャータイミング 

 <CAPMB0[2:0]> 
他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち上がり 

 [T32AxCAPB1]のキャプチャータイミング 

 <CAPMB1[2:0]> 
他タイマー出力(T32AxTRGINBPHCK)立ち下がり 

 

カウンター制御レジスターA([T32AxCRA]) 

 クロック選択<CLKA[2:0]> 任意 

 カウント動作<UPDNA[1:0]> アップ 

 動作開始<STARTA[2:0]> 任意 

 動作停止<STOPA[2:0]> 任意 

 リロード条件<RELDA[2:0]> タイマーレジスターA1 との一致(0x0000をリロード) 

  

タイマーレジスターA0/A1 

タイマーレジスターA0([T32AxRGA0]) 計測時間分のパルスが生成されるよう値を設定す

る。 タイマーレジスターA1([T32AxRGA1]) 

  

出力制御レジスターA1([T32AxOUTCRA1]) 

 T32AxOUTAの制御<OCRA[1:0]> 変化なし 

 カウンターと[T32AxRGA0]との一致時の制御 

 <OCRCMPA0[1:0]> 
セット(「High」にする) 

 カウンターと[T32AxRGA1]との一致時の制御 

 <OCRCMPA1[1:0]> 
クリア(「Low」にする) 
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カウンター値

bbb

初期リロード

aaa

aaa[T32AxCAPB0]

リロード

T32AxINB0

タイマー A          T32AxOUTA

bbb

時間

[T32AxCAPB1]

タイマー B

タイマー B

 
 

図 5.9  キャプチャーを利用した周波数測定例 
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5.8. キャプチャーを利用したパルス幅測定 

外部から入力されるパルスの「High」レベル幅測定を行う例を示します。 

T32AxINA0端子の立ち上がりでカウンターの値を[T32AxCAPA0]に、立ち下がりで[T32AxCAPA1]に取

り込むように[T32AxCAPCRA]に設定します。 

T32AxINA0 端子に外部パルスの立ち上がりが入力されると、[T32AxCAPA0]にカウンターの値が取り

込まれます。T32AxINA0 端子に外部パルスの立ち下がりが入力されると[T32AxCAPA1]にカウンターの

値が取り込まれます。 

[T32AxCAPA1]と[T32AxCAPA0]の差を求め、プリスケーラー出力クロックの周期をかけることで、外

部パルスの「High」レベル幅を求めることができます。 

 

カウンター制御レジスターA([T32AxCRA]) 

 クロック選択<CLKA[2:0]> プリスケーラー出力 

 カウント動作<UPDNA[1:0]> アップ 

 動作開始<STARTA[2:0]> 任意 

 動作停止<STOPA[2:0]> 任意 

 リロード条件<RELDA[2:0]> 任意 

  

キャプチャー制御レジスターA（[T32AxCAPCRA]） 

 [T32AxCAPA0]のキャプチャータイミング 

 <CAPMA0[2:0]> 
T32AxINA0立ち上がり 

 [T32AxCAPA1]のキャプチャータイミング 

 <CAPMA1[2:0]> 
T32AxINA0立ち下がり 

 

 

タイマA
カウント値

bbb

aaa

aaa

bbb

T32AxINA0

[T32AxCAPA0]

[T32AxCAPA1]

時間初期リロード

カウンター値
タイマーA

 
 

図 5.10  キャプチャーを利用したパルス幅測定例 
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5.9. キャプチャーを利用した時間差測定 

外部から入力される 2つのパルスの時間差を測定する例を示します。 

T32AxINA0端子の立ち上がりでカウンターの値を[T32AxCAPA0]に取り込み、T32AxINA1の端子の立

ち上がりでカウンターの値を[T32AxCAPA1]に取り込むように、[T32AxCAPCRA]を設定します。 

時間差は、[T32AxCAPA1]から[T32AxCAPA0]を引いた値に、プリスケーラー出力クロックの周期をか

けて求めることができます。 

 

カウンター制御レジスターA（[T32AxCRA]） 

 クロック選択<CLKA[2:0]> プリスケーラー出力 

 カウント動作<UPDNA[1:0]> アップ 

 動作開始<STARTA[2:0]> 任意 

 動作停止<STOPA[2:0]> 任意 

 リロード条件<RELDA[2:0]> 任意 

  

キャプチャー制御レジスターA（[T32AxCAPCRA]） 

 [T32AxCAPA0]のキャプチャータイミング 

 <CAPMA0[2:0]> 
T32AxINA0立ち上がり 

 [T32AxCAPA1]のキャプチャータイミング 

 <CAPMA1[2:0]> 
T32AxINA1立ち上がり 

 

 

 

タイマー A

カウンター値

bbb

aaa

aaa

bbb

T32AxINA0

[T32AxCAPA0]

[T32AxCAPA1]

時間

初期リロード

T32AxINA1

 
 

図 5.11  キャプチャーを利用した時間差測定例 
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6. 改訂履歴 
 

表 6.1  改訂履歴 

Revision Date Description 

1.0 2017-06-01 注1) 新規 

2.0 2017-08-03 

・社名変更による変更 

表紙 

商標の見直し 

製品取り扱い上のお願いの差し替え 

・3.1 クロック供給 

  修正 :クロック供給レジスターの説明見直し 

・4.1 レジスター一覧 

  ベースアドレスに TYPE1/TYPE2 を記述とチャネルの拡張 

  注の追加 

2.1 2017-08-25 ・Armロゴ変更 

3.0 2018-04-23 

・関連するリファレンスマニュアル→関連するドキュメント 

・用語略語 PPG追加、T32A修正 

・図 2.1 フォント修正、タイマーB トリガー名修正 

･表 2.1 信号名修正 

・図 2.2 フォント修正、タイマーC トリガー名修正 

･表 2.2 信号名修正 

・図 3.4 32ビットタイマー接続例を修正 

･4.1 ベースアドレス Type3 を追加 、注を修正 

・4.3.8 Bit Symbol修正 

・4.4.8 Bit Symbol修正 

・5.3 [T32AxOUTCRA1] <OCRA>→[T32AxOUTCRA0] <OCRA>修正 

・図 5.10 [T32AxRGA0] → [T32AxCAPA0], [T32AxRGA1] → [T32AxCAPA1]へ修正 

・図 5.11 [T32AxRGA0] → [T32AxCAPA0], [T32AxRGA1] → [T32AxCAPA1]へ修正 

3.1 2019-07-23 

・図 2.1 信号名修正 

  INTT32AxCAPA0→ INTT32AxACAP0, INTT32AxCAPA1→ INTT32AxACAP1, 
  INTT32AxCAPB0→ INTT32AxBCAP0, INTT32AxCAPB1→ INTT32AxBCAP1 

・表 2.1信号名修正 

  INTT32AxCAPA0→ INTT32AxACAP0, INTT32AxCAPA1→ INTT32AxACAP1, 
  INTT32AxCAPB0→ INTT32AxBCAP0, INTT32AxCAPB1→ INTT32AxBCAP1 

・図 2.2 信号名修正   

  INTT32AxCAPC0→ INTT32AxCCAP0, INTT32AxCAPC1→ INTT32AxCCAP1 

・表 2.2 信号名修正 

  INTT32AxCAPC0→ INTT32AxCCAP0, INTT32AxCAPC1→ INTT32AxCCAP1 

･3.9 信号名修正 

  INTT32AxCAPA0/1→ INTT32AxACAP0/1, 
  INTT32AxCAPB0/1→ INTT32AxBCAP0/1, 
  INTT32AxCAPC0/1→ INTT32AxCCAP0/1 

･3.9.2 信号名修正 

  INTT32AxCAPA0→ INTT32AxACAP0, INTT32AxCAPA1→ INTT32AxACAP1, 
  INTT32AxCAPB0→ INTT32AxBCAP0, INTT32AxCAPB1→ INTT32AxBCAP1, 
  INTT32AxCAPC0→ INTT32AxCCAP0, INTT32AxCAPC1→ INTT32AxCCAP1 

･4.3.9 信号名 T32AxTRGINAPCKを追記 

･4.4.2 信号名 T32AxTRGINAPCKを追記 

･4.4.9 信号名 T32AxTRGINAPCKを追記 

･4.5.2 信号名 T32AxTRGINAPCKを追記 

･4.5.9 信号名 T32AxTRGINAPCKを追記 

3.2 2020-04-17 

・TXZ+ファミリーを追加 

・商標の削除 

・3.1  「fsys供給停止レジスターC」 を追記 

・4.1  (1)ベースアドレスの TYPE 2へ ch14,ch15 を追記 

・4.3.5. / 4.3.6 / 4.4.5 / 4.4.6 / 4.5.5 / 4.5.6  注 2)を追記 
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3.3 2020-08-13 

・2.1. 16ビットタイマー 

図 2.1のタイマーB:  

「割り込みマスクレジスター」→「割り込みマスクレジスターB」へ修正。 

用語修正。 

・2.2. 32 ビットタイマー 

図 2.2のタイマーC:  

「割り込みマスクレジスター」→「割り込みマスクレジスターC」へ修正。 

・3.3.6. パルスカウント 

図 3.2: 文字欠け修正。 

・4.1. レジスター一覧 

「ステータースレジスター」 → 「ステータスレジスター」へ修正。  (計 3か所) 

・4.3.2. [T32AxCRA] (カウンター制御レジスターA) 

注 1): 「章」を削除。  ※4.3.9 / 4.4.2 / 4.4.9 / 4.5.2 / 4.5.9 も同様修正。 

・4.3.5. / 4.3.6 / 4.4.5 / 4.4.6 / 4.5.5 / 4.5.6  の注 2) 

「注」 → 「*」へ修正。 

・4.3.13. / 4.4.13 / 4.5.13  の章題を修正。 

「ステータースレジスターA」 → 「ステータスレジスターA」へ修正。 

「ステータースレジスターB」 → 「ステータスレジスターB」へ修正。 

「ステータースレジスターC」 → 「ステータスレジスターC」へ修正。 

・4.3.13. [T32AxSTA] (ステータスレジスターA) 

Bit Symbol: INTA1 

「タイマーレジスター1」→「タイマーレジスターA1」へ修正。 

Bit Symbol: INTA0 

「タイマーレジスター0」→「タイマーレジスターA0」へ修正。 

・4.4.13. [T32AxSTB] (ステータスレジスターB) 

Bit Symbol: INTB1 

「タイマーレジスター1」→「タイマーレジスターB1」へ修正。 

Bit Symbol: INTB0 

「タイマーレジスター0」→「タイマーレジスターB0」へ修正。 

・4.5.13. [T32AxSTC] (ステータスレジスターC) 

Bit Symbol: INTC1 

「タイマーレジスター1」→「タイマーレジスターC1」へ修正。 

Bit Symbol: INTC0 

「タイマーレジスター0」→「タイマーレジスターC0」へ修正。 

・5.5. 同期動作による PPG 出力 

「タイマーレジスター0/1」→「タイマーレジスターB0/B1」へ修正。 

・その他 用語修正。 

3.4 2025-06-09 

・体裁の更新 

・1. 概要 

 表を変更 

・3.3.2. 動作開始 

 説明文を変更 

・3.3.3. 動作停止 

 説明文を変更 

・3.3.7. カウンターリロード 

 説明文を変更 

・3.4. 同期動作 

 説明文と図 3.4 を変更、表を追加 

・3.8. プログラマブル矩形波(PPG)出力モード 

    (T32AxOUTA/T32AxOUTB/T32AxOUTC) 

 説明文を変更 

・4.3.2. [T32AxCRA](カウンター制御レジスターA) 

 表を変更 

・4.4.2. [T32AxCRB](カウンター制御レジスターB) 

 表を変更 

・4.5.2. [T32AxCRC](カウンター制御レジスターC) 

 表を変更 

・5.3. プログラマブル矩形波(PPG)出力 

 説明文と図 5.5 を変更 

5.5. 同期動作による PPG出力 

 説明文を変更 
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製品取り扱い上のお願い 

株式会社東芝およびその子会社ならびに関係会社を以下「当社」といいます。 

本資料に掲載されているハードウエア、ソフトウエアおよびシステムを以下「本製品」といいます。 

• 本製品に関する情報等、本資料の掲載内容は、技術の進歩などにより予告なしに変更されることがあります。 

• 文書による当社の事前の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。また、文書による当社の事前の承諾を得て本
資料を転載複製する場合でも、記載内容に一切変更を加えたり、削除したりしないでください。 

• 当社は品質、信頼性の向上に努めていますが、半導体・ストレージ製品は一般に誤作動または故障する場合があ
ります。本製品をご使用頂く場合は、本製品の誤作動や故障により生命・身体・財産が侵害されることのないよ
うに、お客様の責任において、お客様のハードウエア・ソフトウエア・システムに必要な安全設計を行うことを
お願いします。なお、設計および使用に際しては、本製品に関する最新の情報（本資料、仕様書、データシート、
アプリケーションノート、半導体信頼性ハンドブックなど）および本製品が使用される機器の取扱説明書、操作
説明書などをご確認の上、これに従ってください。また、上記資料などに記載の製品データ、図、表などに示す
技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの情報を使用する場合は、お客様の製品単独お
よびシステム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。 

• 本製品は、特別に高い品質・信頼性が要求され、またはその故障や誤作動が生命・身体に危害を及ぼす恐れ、膨
大な財産損害を引き起こす恐れ、もしくは社会に深刻な影響を及ぼす恐れのある機器（以下"特定用途"という）
に使用されることは意図されていませんし、保証もされていません。特定用途には原子力関連機器、航空・宇宙
機器、医療機器（ヘルスケア除く）、車載・輸送機器、列車・船舶機器、交通信号機器、燃焼・爆発制御機器、各
種安全関連機器、昇降機器、発電関連機器などが含まれますが、本資料に個別に記載する用途は除きます。特定
用途に使用された場合には、当社は一切の責任を負いません。なお、詳細は当社営業窓口まで、または当社 Web

サイトのお問い合わせフォームからお問い合わせください。 

• 本製品を分解、解析、リバースエンジニアリング、改造、改変、翻案、複製等しないでください。 

• 本製品を、国内外の法令、規則及び命令により、製造、使用、販売を禁止されている製品に使用することはでき
ません。 

• 本資料に掲載してある技術情報は、製品の代表的動作・応用を説明するためのもので、その使用に際して当社及
び第三者の知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。 

• 別途、書面による契約またはお客様と当社が合意した仕様書がない限り、当社は、本製品および技術情報に関し
て、明示的にも黙示的にも一切の保証（機能動作の保証、商品性の保証、特定目的への合致の保証、情報の正確
性の保証、第三者の権利の非侵害保証を含むがこれに限らない。）をしておりません。 

• 本製品、または本資料に掲載されている技術情報を、大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいは
その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」、「米国輸出
管理規則」等、適用ある輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。 

• 本製品の RoHS 適合性など、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問い合わせください。本製
品のご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制する RoHS指令等、適用ある環境関連法令を十分調査の
上、かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し
て、当社は一切の責任を負いかねます。 
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